
0        50cm
i        I

い 8‐80m
下         下

1

1 褐色 10YR4/4砂質土

第734国 SKllll平・断面図 (S=1/25)     第735図 SKllll出土土器

土坑 (SKl悧 1)

位置 Lo9D2,こ Ⅱ id8   平面形 長方形

土層 覆土は褐色砂質土 l層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、須恵器杯、蓋の 2-点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

土坑 (SKl162)

位置 LocD2・ ●五・kЮ   平面形 長方形

土層 覆土は黄褐色砂質上の1唐からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している.。 図示
―
できる遺物は、土師器皿1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

備考 東端は調査区外に延びる。

土玩 (S‐Kl167)

位置 Loc.D2・ el・ k8   平面形 長方形

土層 覆土はにぶい黄褐色、褐色の砂質上の2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、土師器皿1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

氏ξ〔::::::::千
~~~:::::'':235

2236

0         10cm
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0            60cm
i            I

〆
L=8.70m
A

1

1 黄掲色 10YR5/6 砂質土 (炭化物を少量含む。)

第736図 SKl162平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
l      l

A´

ｍ

呻一Ａ

民三三三三三三三三三三三子≡三三FEtti:5ラタ4237
0               10Cm

1 にぶい費掲色 10YR73 砂質土 (炭化物、上器片を含む。)

2 褐色     10YR4/6 砂質土

第738図 SKl167平・断面図 (S=1/25)

第737図 SKl162出 土土器
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ノ

イ

立

た

~~引  ≡貫芦2238

0      10C「

第739図 SKl167出土土器

L=a,80m
A

1 褐色 10YR4/4砂質土 (■器片を少量含むp
2 掲色 10YR4/4砂質土 (1目よりやや明るぃ。)

第740図 SKl184平 や断面図 (S=1/25)

土抗 (SKl184)

位置 LocD2・ εⅡ・jk6   平面形 長方形

土層 覆土は褐色砂質上の2層からなる.。

遺物出土状況 覆土から石器が出土している。図示できる遺物は、砥石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である.。
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第741図 SKl184出 土石器

第742図 SK1202出 土石器
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土坑 (SK1202)

位置 LocoD2・ 8Ⅱ ・r6    平面形 円形

土層

遺物出土状況 覆土から石器が出土 している。図示できる遺物は、敲石 2点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

上坑 (SK1207)

位置 Loc.DE2・ εα Ⅱ・ta4   平面形 精円形

土層 覆土は、暗灰黄色粘性砂質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、平瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 西側は SD1037に よって削平されている。

土坑 (SK1212)

位置 Loc.E2・ αⅡ・ab5    平面形 長方形

土層 覆土は、黄褐色系の粘質土を主体 とし、 7層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器が出土している。図示できる遺物は、土器が須恵器杯、土師器甕、

皿など5点、石器が敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 遺構内遺構 9基を有する。

上坑 (SK1214)

位置 Loc.E2・ αⅡ・b5    平面形 長方形

土層 覆土は、にぶい責色粘性砂質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、須恵器橋鉢 1点である。

時期 中世 (13～ 14世紀)である。

土坑 (SK1218)

位置 Loc.E2・ αⅡ・b4    平面形 精円形

土層 覆土は、暗灰黄色粘性砂質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出上 している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。
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⌒

1 暗灰責色 2.5Y5/2 粘性砂質土 (マ ンガン、小礫、土器片を含む。)

第743図 SK1207平 。断面図 (S=1/25)

~｀
2239

0               10Cm

第744図 SK1207出土土器

土坑 (SK1231)

位置 Loc.E2・ α Ⅱ od4   平面形 方形

土層 覆土は、暗灰責色 。オリーブ褐色粘性砂質上の 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器椀、杯、管状土錘の 3点で

ある。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 2段に掘 りこまれる。
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１

＝

憔

Ｉ

Ｉ

Ｔ

Ｉ

1 灰黄褐色   loYR5/2
2 にぶい黄褐色 10YR5/4
3 にぶい黄褐色 10YR5/3
4 晴褐色    10Vn3/3

粘質上
粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

粘質土
粘質土  (炭化物、土器片を含む。)

第745図 SK1212平・

色
色
色

錦
鶏
鍋
　
硼

５

６

７

　

断

(マ ンガンを含む。)
(マ ンガンを合む。)

(マ ンガン、炭化物を含む。)

ハ
脚
脚
脚
辮
）
⇔

第747図 SK1212出土石器

EP2

田働

ｍ

Ｅ

Ｏ
∞
．∞
ｒ
コ

ｍ

蝸 ｀ 嗚 準熟 2

43  
＼`■電

=========[―
___…遷ヨ喝日「イとを44

第746図 SK1212出土土器

2.5Y5/3 粘催砂質土
2.5Y5/4 粘性砂質土
10YR5/6 粕性砂質土

(S主 1/25)
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0           50cm
i            l

〆

1

にぶい責色 2.5Y6/4粕 性砂質土 (マ ンガン、小礫、土器狩を含む。)

第748図 SK1214平・断面図 lS‐=1./25)

だ

第749図 SK1214出土土器
ｍ

呻一Ａ

ｍ

呻一Ａ
1

皓灰資色 25Y5/2粘性砂資圭 (粒子が制かい。マンガン、炭化物、■器片乾含む。l

第750図 SK12構平 ■断面図 (S圭 1/25)

第751図 SK1218出土石器

土坑 (sK1235)

位置 LocE2・ αⅡ・d4   平面形 方形

土層 覆上は、暗灰黄色粘性砂質上を主体とし、6層からなる。

澄物出土状況 覆土から土器片が出土している
.。 図示できる遺物は、須恵器杯、蓋の2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))であるっ

S588

10cm
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0            50ch
i      l

L=転80m
A だ

1 暗灰黄色   2.5Y4/2 粘性砂質土
(マ ンガン、炭化物、土器片を含むど)

2 晴灰黄色   2.5Y5/2消性砂質土
(マ ンガンー、炭化物、土器片を含むφ

3隅 ど携醇P鞄盤艶抄輩む♪
阻 が強tヽ。マンガンを含む.)

第752図 SK1231平 。断面図 (S=1/25)

I      I

だ

聯 、制飲撃鷲雛。錦齢働難裕む♪
暗灰黄色 2i5Y5/2 粘性砂貿土
(マンガン、炭化物、上器片を含む譲 掲色消性砂質とを多量に含む。)

罫霊狩a説佑郷鋼層圭声劣丑協協驚 謎玉D
暗灰黄色 2.5Y5/2 粘性砂質土
(猫性がやや強い。マンガン、炭化物を含む1)
黄掲色- 215Y5/3 粘性砂質土
(粘性がやや強い。マンガンを含むど)

第754図 SK4235平・断面図 (S=1/25)

と 蓬 駆 7 ＼と=====上___三堅V夕2250

ｍｔｉｌｌ椰赳０
珈
　
肺

第753図 SK1231出土土器 第755図 SK1235出土土器

土抗 (SK1236)

位置 LocE2・ ol Ⅱ・d3 平画形 楕円形

土層 覆土は、暗灰責色粘性砂質± 1層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出―上している。図示できる遺物は、須恵器杯1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 西端・南端の‐部は調査区外に廷びる。

土坑 (SK1244)

位置 Loc.E2-∝ Ⅱ ・do3 平面形 長方形

土層 覆土は、暗灰黄色粘性砂質上 1層からなる。

遺物出土状況 履土から土器片が出上している。図示できる遺物は、平瓦1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考
―
西南隅は調査区外に延びる。

憶
2 1涵
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10cm

第757図 SK1236出土土器

0

2252

10cm

第758図 SK1244出上土器

管状土錘 l点である。

黒色土器椀 1点である。

1 晴灰費色 2.5Y4/2 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物を含む。)

第756図 SK1236平・断面図 (S=1/25)

土坑 (SK1253)

位置 LocE2・ αⅡ,e4   平面形 精円形
―

土層 覆土は、灰黄褐色粘性砂質± 1層からなる。

遺物出土状況 ―覆土から土製品が出土している。図示できる遺物は、

時期 古代 (平安時代)である.。

土坑 (SK1255)

位置 Loc.E2・ αⅡ・盟   平面形 円形

土層 覆土は、暗灰黄色粘性砂質± 1層
―
からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は|、

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 東側はSD10441こ よって削平されている。
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lm

1 晴環粛魯 4.5V5/2導体砂露土 (マンォンを含む戯

期 ∞回 S廂.244Wi断面図 (S‐1/251
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1駐

=◎‐
2253

0

第761図 S(11253出 土土器

10cm

1

第ア00図

灰費褐色 loYR5/2粘性砂質土
(マ ンガン、長化物を含■∂

SK1253平 。断面図 (S‐1/25)

ｍ

蜘一Ａ

寛`二三二三三」ここ望とζtrを254

0 10cm

第763図 SKl1255出 土土器

暗灰養色 25Y5/2.お 牲砂質土 17ンオン、小蝶、■器片を含むょ)

第762図 ISK1255平・ 断面図 (S‐ 1/25)
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3764図 SK1257平・断面図 (S=1/25)

盟鳥、朝肱繊犠 給む♪
密駒瑠財耀で部を鉗♪

∩
Ⅲ
Ｖ

σ
0           5cm

第766図 SK1267出土鉄器第765図 SK1257出土土器
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土坑 (SK1257)

位置 Loc.E2・ αⅡ・f4     平面形 楕円形

土層 覆土は、暗灰黄色 。杯黄褐色粘性砂質上の 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、須恵器椀 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

土坑 (SK1267)

位置 Loc.E2・ αⅡ oi3     平面形 楕円形

土層

遺物出土状況 覆土から鉄器片が出土 している。図示できる遺物は、釘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

土坑 (SK1283)

位置 Loc.D2・ ε Ⅱ otl～ 2   平面形 楕円形

土層 覆土は、オリーブ褐色粘質土を主体 とし、 4層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器が出土している。図示できる遺物は、土器が須恵器杯、土師器高

杯、杯、皿、電など10点、石器が砥石 1点である。

時期 古代 (8世紀 (奈良時代))である。

上坑 (SK1285)

位置 Loc.E2・ αⅡ・a20～ 1   平面形 楕円形

土層

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器高杯 1点である。

時期 古代 (8世紀 (奈良時代))である。

土坑 (SK1289)

位置 Loc.E2・ α I・ cd20    平面形 長方形

土層 覆土は、責褐色系の粘質土を主体 とし、10層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器皿、緑釉陶器の 2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀末～10世紀初め))である。
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1 暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 粘質±  2 にぶい費褐色 10YR4/3 砂質±  3 オリーブ褐色 2.5Y73 粘質±  4 オリーブ褐色 2.5Y6/3 粘質土

第767図  SK1283平 。断面図、遺物出土状況図 (S=1/25)

土坑 (SK1294)

位置 Loc.E2・ α IⅡ ・e20～ 1   平面形 楕円形

土層 覆土は、にぶい黄褐色粘質土を主体とし、 5層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、須恵器杯、土師器高杯、鍋、杯、

皿など9点である。

時期 古代 (8～ 9世紀)である。

備考 SK1317と 重複する。

土坑 (SK1296)

位置 Loc.E2,cx Ⅱ・el 平面形 不整形

土眉 覆土は、にぶい責褐色粘質土を主体 とし、 5層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、須恵器杯、土師器杯の 3点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 東端は調査区外に延びる。
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第768図

∞

鰻
0

S589

10cm

第769図 SK1283出 土石器
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ｌ

第770図 SK1285平面図 (S-1/25)

L=8190m
A

ｍ
ｌ

〆

1 灰黄褐色   10YR4/2 粘質土
2 灰東掲ヨ   10YR4/2 粘性砂質土
3 にぶい責褐色 10YR5/3 粘質土
4 灰黄褐色   10VR4/2 粘質土
5 暗褐色    10YR3/3 粘質土

第ア72図 SK1289平・

6 にぶい黄掲色 10YR73 粘質土
7 掲色     10YRう ′4 粘質土
8 にぶい黄褐色 10YR73 粘質土
9 暗褐色    10YR3/3 粘質土
10 褐色     10YR4/4 粘質土

断面図 (S事 1/25)

俯

第773図 SK1289出 土土器
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〆

にぶい黄褐色 10YR5/3 粘質±  4 にぶい責掲色 10YR5/4 粘質土
にぶい黄福0 10YR5/4 粘質±  5 にぶい費褐色 10YR6/4 粘質土
にぶい黄褐色 16YR4/3 粘質土

第774図 SK1294平・断面図 (S=1/25)

第775図 SK1294出土土器

ｍ

呻一Ａ

２２７
　
ｍ

妻

272

3(~J==プ
2274

-504-



78

＼____L===/猛79

280

0               100m

第777図 SK1296出土土器

にぶい黄褐色 10YR4/3 粕質±          4 にぶい黄橙色 10YR6/4 粘質土
掲色     10YR4/4 粘質土 (炭化物を含む。) 5 にぶし―ヽ黄掲色 10YR5/4 粘質土
にぶい黄褐色 10YR4/3 猫質土                  (褐 色粘質上を含む♪

第776図 SK1296平・断面図 (S=1/25)

土坑 (SK1299)

位置 Loα E2・ α I・ g19   平面影 楕円形

土層 覆土は、にぶい黄褐色粘質上を主体とし、 9層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器、鉄器が出土している。図示できる遺物は、石器が砥石 1点、1鉄器が椀形

津 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 椀形津が出土しているが、土層や遺構自体の観察からは炭化物や焼土被熱の痕跡などは確認でき

ないため、この遺構が鍛冶炉とは考えがたい。

土坑 (SK1300)

位置 Loc`E2-・ α I・ g19   平面形 円形

土1層 覆土は、黄掲色系の粘性砂質上を主体とし、 8層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上しているδ図示できる遺物は、土師器杯、釜の3点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀前半))である。

備考 SK1320と 重複する。
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1 にぶい黄禍色
2 にぶい費褐色
3 にがい黄褐色
4 にぶい費橙色
5 にぶも`黄掲色
6 にぶい資褐色
7 にぶい黄橙色
B にぶい責褐色
9 掲色

10YR5/3粘性砂質土
10YR73 粘質土
10YRS/4 精質主
10YR6/4 粘質土
10YR4/3 粕賀土
10YR5/4 粘質土
10YR6/4 粘賞土
10YR5/3 粘質土
10YR74 粘賞土

(粒子が細かし、)

(粒子が組かし哺

(粒子が級かし―ヽ。)

第778図 SK1299平・断面図 (Si1/25)

S590

10cm

第779図 SK1299出土石器

攀

0
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ヽ

下

第780図 SK1299出 土鉄器

1 橙色     7.5YR6/6 粘質土
(焼土、炭化物を合む。)

2 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘,生砂質土
(焼上、炭化物を少量含む。)

黄褐色    2.5Y5/6 粘性砂質土
責掲色    2.5Y5/3 粘性砂質土
オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘性砂質土
褐色     10YR4/6 粘性砂質土
褐色     10YR4/4 粘性砂質土
にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土

SK1300平・断面図 (S=1/25)

３

４

５

６

７

８

掴８７第
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第782図 SK1300出土土器

く
:三三弓三邑:3333三 3:三号三冒:33三三:3:333:ヨ ::ここここ[F:二

:,,チ:284

く貢Ξ〓〓〓コ正三三ニラフ盈85

20cm

第784図 SK1314出土土器

1 暗褐色    10YR3/3 粘質土
2 にぶい責掲色 10YR4/3 粘質土
3 オリーブ掲色 2.5V4/3 粘質土
4 掲色     10YR4/4 粘質土
5 灰費褐色   10YR4/2 粘性砂質土
6 にぶい黄掲色 10YR73粕質土

第783図 SK1314平 。断面図 (S=1/25)

土坑 (SK1314)

位置 Loc.E2・ α I・ c20   平面形 楕円形

土層 覆土は、黄褐色系の粘質上を主体とし、 6層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、高杯、皿の2点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀前半))である。

備考 出土土器中、高杯は1弥生式上器の流れ込みと考えられる。土層の観察から柱痕が確認できる。

土坑 (SK1315)

位置 Loc.E2・ αⅡ・cl   平面形 方形

土層 覆土は、黄褐色系の粘質土を主体とし、7層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀後半))である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

〔中〕　郷　　２０Ｃｍ

一
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第786図  SK1315出土土器

1 掲色     10YR74
2 にぶい黄掲色 10YR4/3
3 黄掲色    2.5Y5/3
4 黄褐色    2.5Y5/4
5 にぶい黄掲色 10YR4/3
6 暗褐色    10YR3/3
7 掲色      10YR4/4

粘質土

粘質土
粘質土

粘質土
粘質土

粘質土

粘質土

第785図 SK1315平・断面図 (S=1/25)

ｍ

」〓８．８・Ａ

第788図 SK1325出土土器
1 にぶい黄掲色 10YR5/4 シル ト

(砂粒を含む。マンガンを含む。 3 cln大 の礫を含む。)

第787図 SK1325平 。断面図 (S=1/25)

土坑 (SK1325)

位置  Loc.E2・ αⅡ・nl 平面形 楕円形

土層 覆土は、にぶい黄褐色シル ト質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、平瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東端は調査区外に延びる。

2287

10cm
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― 下《豆》下
0            50cm
i      l
L=910m
A        〆

1 責掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土

(粘性が強い。マンガン、土器片を含む。)

第789図 SP1051平 。断面図 (S=1/25)

てと:::と),ゝ T66

0                5cm

第790図 SP1005出土鉄器

0               10Cm

第791図 SP1051出土土器

⑦ ピッ ト (SP)

ピッ ト (SP1005)

位置  Loc.D2・ γⅡ・t12

土層

平面形 精円形

遺物出土状況 覆土から鉄器が出上 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

ビット (SP1051)

位置 Loc.D2・ δⅡ・b15   平面形 円形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は土師器杯 2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。
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I      I

SP40Ы  雫
2m 2290

0              10cm

第793図 SP1060出土土器

2釧

0              10cm

l第794図 SP1061出土土器

適
SP1060 L=9.20m

B B´

SP1061 1 責掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土
(マ ンガン、炭化物、土器片を含む3)

2 オリーブ黄色 5Y6/3 粘性砂質土
(マ ンガンを少量含む。炭化物を含む。)

3 責褐ヨ 2.5Y5/4 粘性砂質土
(マ ンガン、炭化物を含む。)

SP1060 1 灰責色 2.5Y6/21粘性砂質土
(マ ンガン、小石を含む。)

第792図 SP1060,1061平 ・断面図 (S=1/25)

ビット (SP1060)

位置 LoGD2・ δⅡ・bc15   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質土を主体とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、須恵器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 SP1061と 重複する。遺構の切り合いから先後関係は、SP1060→ 1061と なる。

ビット (SP1061)

位置 LoαD2・ δⅡ・bc15   平面形 方形

土層 覆土は灰黄色粘性砂質土 l層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、須恵器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 SP1060と 重複する。遺構の切り合いから先後関係は,SP1060‐ 1061と なる。
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0        50cm
I        I

Lと9110�
A         A′

1 にぶい賞褐色 2.5Y6/3 粘性砂質土
(粒子が細かい。マンガン、小石、土器片を含む。
炭化物を微量含む―。)

2 黄掲色    2.5V5/4 粘性砂質土
(粒子が細かい。マンガン、3 cm程度の小石を含む。)

第795図 SP1067平 。断面図 (S-1/25)

1 にぶい黄色 2.5Y6/4 粘性砂質土
(粒子が細かい。マンガンを含む。)

2 責褐色 2.5Y5/4 納性砂質土
(マ ンガン、小石を含む。)

第797図 SP1071平・断面図 (S-1/25)

ピット (SP1067)

位置 LoGD2・ δⅡ・b14   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質土を主体とし、 2層からなる。

遺物出土状―況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は土師器鉢、

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

ビット (SP1071)

位置 LocoD2・ δⅡ・b13   平面形 円形

土層 覆土は責褐色粘性砂質土を主体とし、2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は土師器杯、

時期 古代 (平安時代 (10世紀前半))である。

第798図 SP1071出上土器

杯の 2点である。

管状土錘の2点である。

|  ~糾き肇
~~'盟

貶
120ёれ

第796図 SP1067出 土土器

①
22951。

cm
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1 灰オリーブ色 5Y6/2 粘性砂質土

(粘性が弱く、粒子が細かい。
マンガンを多 く含む。小礫、炭化
物を少量含む。)

第799図 SPl136平 。断面図 (S=1/25)

Cミコ)T67
0

第800図  SPl127出土鉄器

0              10cm

第801図 SPl136出 土土器

ピッ ト (SPl127)

位置 Loc.D2・ δ Ⅱ oe18

土層

平面形 円形

遺物出土状況 覆土から鉄器片が出上 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

ピット (SPl136)

位置 Loc,D2・ δⅡ・e17   平面形 円形

土層 覆土は灰オリーブ色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器奏 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

ビット (SPl158)

位置 Loc.D2・ δⅡ・d14   平面形 円形

土層 覆土はにぶい黄褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀前半))である。
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0            50cm
i            I

L〓900m
A         〆

1 にぶい責掲色 10YR4/3 粘性砂質土
(マ ンガン、炭イヒ物を少量含む。)

第302図 SPl158平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
i              I

と 9.10m
A        A´

1 資褐色 2.5Y5/4 砂質土
(マ ンガン、土を含む。)

第304図 SP1259平・断面図 (S=1/25)

辰ミ三::::::]:::::::'とを97
0               10cm

第803図 SPl158出土土器

SP1259出 土石器

ビット (SP1259)

位置 Loc.D2・ δⅡ・f14 平面形 円形

土層 覆土は黄褐色砂質土 l層である。

遺物出土状況 覆土から石器が出上している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ピット (SP1301)

位置 Loc.D2・ δⅡ・f15～ 16   平面形 円形

土層 覆土は責色系の粘性砂質上を主体とし、 9層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀後半))である。



1 灰黄色    2.5Y6/2
2 黄掲色    2.5Y5/3
3 にぶい黄色  2.5Y6/3
4 1疋号鷺モヨ     2.5Y5/3

5 にぶい黄色  2.5Y6/4
6 灰責色    2.5Y6/2

298

くく三三EEEII]ΞΞttΞΞΞ三三ィ乙306 民〔EE三三正三二I三二三二ΞΞ5Zンと307
0               10Cm

第807図 SP1301出 土土器

ビット (SP1332)

位置 Loc.D2・ δⅡ・hi13   平面形 円形

土層 覆土はにぶい責褐色砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、上師器杯、皿、黒色土器椀など9

点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀末～11世紀初め))である。

ピット (SP1759)

位置 Loc.D2・ εⅡ・m7 平面形 円形

土層 覆土は黄褐色シル ト質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器椀 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀後半))である。

ｍ

ｍ一Ａ

１
イー

憔
―

―
下

―

1 にぶい責掲色 10YR4/3 砂質土

(マ ンガンを少量含む。)

第808図 SP1332平・断面図 (S=1/25)

灰オリーブ色

暗灰黄色
灰色

(マ ンガンを多量に含む。)

第806図 SP1301平・断面図 (S=1/25)

粘性秒質土 (マ ンガンを含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。

暗オリーブ褐色粘質上を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

粘性砂質土 (砂質が強い。
マンガンを多量に含む。)

粘性砂質土

(マ ンガンを少量合む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

粘性砂質土

聰　郷瑚 3

＼こ¬ Z05

0               10Cm

第809図 SP1332出 土土器
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下③下
0            50cm
I       I

L=890m
下   下

1 黄褐色 2.5Y5/4 シル ト

(や や砂質が強い。マンガン、土器片を含む。)

第810図 SP1759平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
I              I

にぶい責色 2.5Y6/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

にぶい黄色 2.5Y6/3 粘性砂質上 (マ ンガン、炭化物を含む。)

にぶい責色 2.5Y6/4 粘性砂質上 (マ ンガンを含む。)

第812図 SP1782平・断面図 (S=1/25)

第811図 SP1759出土土器

2308

10cm

Ｓ５９２

下

ヤ

ヽ

ェ

‐

SP1782出 土石器

ピット (SP1782)

位置 Loc.D2・ ε Ⅱ oo8   平面形 円形

土層 覆土はにぶい黄色粘性砂質上を主体 とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出上している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ビット (SP1790)

位置 Loc,D2・ εⅡ・n7   平面形 円形

土層 覆土はにぶい黄褐色シル ト質± 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は土師器杯 1点である。

時期 中世 (鎌倉時代 (13世紀)である。
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0            50Cm
i            I

L_3つOm      _
A         〆

池

1 にがい資褐色-10YR5/3 シル ト

2鰐 |1魚武むガ雫
―駒老含むp

(や岬 賃が強tヽ.土器を含む。)

第914図 SP1790平・断面図 (S41/25)

I      I

雫。。m  下

第817図 SP1862出土土器

1 責褐色 2.5Y5/4 粘質土 ぐマンガンを含むj)

第816図 SP13磁平・断面図 (S‐1/25)

ビット (SP1862)

位置 L∝D2・ eⅡ・n5   平面形 円形

土層 覆土は黄褐色粘質土 l層であるぉ

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示でき―る遺物は奏 1点で―
ある。

時期1 古代 (平安時代)である。

備1考 遺物は第2遺構面に属する遺物の流れ込みと―考えられる.。

第815図 SP1790出土土器

2310
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下

O下
0            50cm
l              I

L=880m
A        〆

1 黄掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

第818図 SP1934平・断面図 (S=1/25)

1 黄褐色 2,5Y5/3 粘性砂質土

(粕性がやや強い。マンガン、炭化物を含む。)

第820図 SP2042新平 。断面図 (S=1/25)

ヽ

ヽ

Ｌ

、

ｍ

１
１
川
ｔｉ
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

0               10cm

第819図 SP1934出土土器

0                      10cm

SP2042新出土石器

ピット (SP1934)

位置 Loc,D2・ εⅡ・q7 平面形 精円形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、須恵器椀 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀後半))である。

ピット (SP2042新 )

位置 LocoDE2・ εα Ⅱ・ta6   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から石器が出土 している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。
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Ю   T68

―

(3,一

Θ  T69

O     T      5cm                        o             5cm

第822図 SP2046新出土鉄器      第823図  SP2065新出土鉄器

ピット (SP2046新 )

位置 Loc.E2・ α Ⅱ oa5   平面形 円形

土層

遺物出土状況 覆土から鉄器が出土 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

ピット (SP2065新 )

位置 Loc,E2・ αⅡ・a5   平面形 円形

土層

遺物出土状況 覆土から鉄器が出土 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

ピット (SP2082新 )

位置 Loc.E2,α Ⅱ oa5   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器が出土している。図示できる遺物は、土器が土師器鉢 1点、石器

が敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ビット (SP2102新 )

位置 Loc.E2・ αⅡ・b5   平面形 円形

土層 覆土は灰黄色粘性砂質土を主体 とし、 4層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、須恵器杯、土師器奏の 2点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

備考 北端は削平されている。
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ー

〕           50cm
l      I

1 責掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

第824図 SP2082新平 。断面図 (S=1/25)

S594

0               10Cm

SP2082新出土石器第825図 SP2082新出土土器

ピット (SP2121新 )

位置 Loc.E2・ αⅡ・b5   平面形 円形

土層 覆土は暗灰責色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、平瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。
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１

川

く

―

―

■

‐

0            50cm
l              l

L=3.80m
A 〆

― ―К     4     以

灰黄色   2.5Y7/2 粕性砂質土 (マ ンガンを含む1)

灰費色   2.5Y6/2 粘性砂質土 (マ ンガンを多量に含む。)

にぶい黄色 2.もY6/3 粘性砂質土 (マ ンガン、主器片を含む。
小礫を多量に含む。)

4 黄掲色   2.5Y5/4 粘悩砂質土 (マ ンガンを含む。)

第827図 SP2102新平 。断面図 (S=1/25)

ヽ
島

m

(粒子が細かい。マンガン、炭化物、土器片を含む。)

第829図 SP2121新平 。断面図 (S=1/25)

ビット (SP2139新 )

位置 Loc.E2・ α Ⅱ oc4   平面形 方形

土層 覆土は暗灰黄色粘性砂質土 l層 である。

遺物出土状況 覆土から右器が出土している。

時期 古代 (平安時代)である。

L=8.80m
A       A´

Ⅷ
1 暗灰黄色 2.5Y4/2 粘性砂質土

第328図 SP2102新出上土器

察 S5
9               109m

第830図 SP2121新出土土器

図示できる遺物は台石 1点である。

一熊
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ー

L=8.80m
A 〆

1

1 暗灰黄色 2.5Y5/2 粕性砂質土
(マ ンガン、土器片を合む。)

第831図 SP2139新平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
i            t

L=8.30m
A 〆

1

1 黄掲色 2.5Y5/3 粕性砂質土
(マ ンガン、小礫を含む。)

第832図 SP2171新平 ,断面図 (S=1/25)

一〆

ピット (SP2171新 )

位置 L∝.E2・ α Ⅱ od5   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している

時期 古代 (7世紀)である。

第833図 SP2139新出土石器

。図示できる遺物は、1須恵器杯、土師器甑の2点である。

0            50cm
i      l

S595
0                     20cm
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第334図 SP2171新出土土器
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Ｉ

Ｔ

Ｉ

1

第鶴5図

1

黄掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土
(マンガン、小礫を含む。)

SP2192新平 う断面図 (S=1/25)

SP2192斯出土石器

0               10cm

第838図 SP2226新出土土器

1 暗灰黄色 2.5Y5/2 粘性砂質土 (マ ンガン、小礫、
炭化物を含む。須恵器を合む。)

第337図 SP2226新平・断面図 (S=1/25)

ピット (sP2192新 )

位置 Loc,E2・ αⅡ・e5   平面形 円形

土層 覆土は責褐色粘性砂質± 1層である。

遺物出土状況 覆土から石器が出上している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ビット (SP2226新 )

位置 LocoE2・ α■・e4   平面形 円形

上層 覆土は暗灰黄色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、須恵器甕 1点である。

時期 古代 (7世紀)である。

第836図
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0            50cm
l      l

〆

10YR4/2粕性砂質土 (マ ンガンを含む。粒子の細かい
黄褐色粘性砂質上を少量含む。)

215Y5/4 粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを含むお)

SP2299新平・断面図 (S=1/25)

20

0               10om

第340図 SP2299新出土土器

ｍ

」〓８．７・Ａ

1 灰責褐色
2 灰費褐色

3 費掲色

第339図

ヒ    3劉

0               10cm

第342図 SP2312新出土土器

1 オリーブ褐色 2.5Y4/9 粘性砂買土
(砂質が強ぃ。マンガンを含む。)

第341図 SP2312新平・断面図 (S=1/25)

ビット (SP2299新 )

位置 LocE2・ αⅡ・fg3   平面形 円形

土層 覆土は灰黄褐色粘性砂質土を主体とし、3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器甕、皿の2点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀末～11世紀初め))である。
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0                     10cm

第843図  SP2394新出土石器

22

焦
Ⅷ
圏
�
湧

I      I

L=8800m
A          A‐

1 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土

第844図 SP2422新平・断面図 (S=1/25) 第845図 SP2422新出土土器

ピット (SP2312新 )

位置 Loc.E2・ αⅡ・h3～ 4   平面形 方形

土層 覆土はオリーブ褐色粘性砂質土 l層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、須恵器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

ビット (SP2394新 )

位置 Loc.D2・ 8Ⅱ °t2   平面形 円形

土層

遺物出土状況 覆土から石器が出上 している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

ビット (SP2422新 )

位置 Loc.D2・ εⅡ・tl   平面形 円形

土層 覆土はオリーブ褐色粘性砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。
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0            50cm
i      I

ｍ

配一Ａ

1 褐色     10YR74 砂質土
2 暗褐色    10YR3/4 粘質土
3 黄掲色    10YR5/6 砂質土
4 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質土
5 責掲色    2,5Y5/4 砂質土
6 にぶい責褐色 10YR4/3 粘性砂質上
7 明黄掲色   10YR6/6 粘質土

第346図 SP2454新 平・断面図 (S=1/25)

事
録
操

I       I

L=8.800m
A          〆

1 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土

第348図 SP2488新平 。断面図 (S=1/25)

ピット (SP2454新 )

位置 Loc.D2・ εⅡ・t19   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色系粘質土を主体とし、 7層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は高イ 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 遺物は弥生式上器の流れ込みと考えられる。

ヒ=‐=珂    屁323

20cm

第847図 SP2454新出土土器

0                10cm

第849図  SP2488新出土土器
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I      I

L=8800m          _
A         〆

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質土 (炭化物を含む。)

2 にぶい責掲色 10YR5/3 粘質土

3 にぶい黄褐色 10YR4/4 粘質土

4 オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘質土

第850図  SP2505新 平・断面図 (S=1/25) 第851図  SP2505新出土石器

ビット (SP2488新 )

位置 Loc,E2・ α I・ ab20   平面形 円形

上層 覆土はにぶい黄褐色粘質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土製品が出上 している。図示できる遺物は、管状土錘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ピッ ト (SP2505新 )

位置  Loc.E2・ α I ・b19 平面形 方形

土層 覆土はにぶい黄褐色粘質土を主体とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出土 している。図示できる遺物は、磨石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。
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L=880m
A

1 暗掲色    10YR3/3 粘性砂質土
2 掲色     10YR4/4 粘質土
3 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質土
4 暗掲色    10YR3/3 粘質土
5 暗褐色    10YR4/3 粘質土
6 にぶい責掲色 10YR4/3 粘質土

第853図  SP2523新平・断面図 (S=1/25)

とと亡:三三三三三三!_____!↓ lャ廿2325

2326

0               10cm

第854図 SP2511出土土器

＼  | /27

＼
~¬

沈 328

0               10cm

第855図 SP2523新出土土器

0            50cm
l              l

0            50cm
i              l

1 掲色     10YR4/4 粘質土

(炭化物を含む。)

2 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘質土

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土
4 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土

5 黄掲色    2.5Y5/4 粘質土

第852図 SP2511新平 。断面図 (S=1/25)

ピット (SP2511新 )

位置 Loc.E2・ α IⅡ ・b20～ 1   平面形 方形

土層 覆土はにぶい黄褐色粘質土を主体とし、 5層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、高杯、皿の 2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 遺物には一部弥生土器が含まれる。土層の観察から柱痕が確認できる。

ピッ ト (SP2523新 )

位置  Loc.E2・ αⅡ・cl 平面形 方形

土層 覆土は暗褐色粘質土を主体 とし、 6層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器杯 2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

ピッ ト (SP2524新 )

位置  Loc.E2・ α I ・c20 平面形 円形

土層 覆土は黄褐色系粘質土を主体とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器椀、平瓦の 2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。
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0            50cm
i            l

〆

灰黄褐色   10YR4/2 粘質土
にぶい責掲色 10YR5/4 粘質土
掲色     10YR76 粕質土

SP2524新平・断面図 (S=1/25)第356図
2330

0               10Cm

第857図 SP2524新出土土器

＼蕗肇誘扱 死割

ミ〔▼
………………

千
~~~~~―「

,ィと332
0               10cm

第859図 SP2526新出土土器

1 にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土

第358図  SP2526新 平・断面図 (S=1/25)

ビット (SP2526新 )

位置 Loc.E2・ α I oc19   平面形 方形

土層 覆土はにぶい黄褐色砂質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は須恵器杯、

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

ビット (SP2528新 )

位置 Loc.E2・ α I・ c19   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色系粘質土を主体とし、5層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は土師器鉢、

時期 古代 (奈良時代 (8世紀))である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

土師器杯の 2点である。
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0            50cm
I      I

〆

守 碧 目[7ノク2334

1 にぶい黄褐色  10YR4/3 粘質土

2 暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 粘性砂質土

3 黄掲色     2.5Y5/4 格性砂質土

4 暗褐色     10YR3/3 粘質土

5 皓灰黄色    2.5Y4/2 粘質土

第860図 SP2528新平・断面図 (S=1/25)

―

0               10Cm

第863図 SP2541新出土土器

1 褐色     10YR4/4 粘性砂質土

2 にぶい費褐色 10YR4/3 粘質土

3 晴褐色    10YR3/3 粘性砂質土

4 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土

5 オリーブ褐色 2.5Y4/6 粘質土

6 掲色    7.5YR73 粘質土

第862図 SP2541新平・断面図 (S=1/25)

ピット (SP2541新 )

位置 Loc.E2・ α I・ c19～20   平面形 円形

土層 覆土は責褐色系粘質上を主体とし、 6層からなる。

遺物出土状況 覆土から土製品が出上している。図示できる遺物は、管状土錘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

0            50cm
i              I

,Om
A‐

∩

Ⅷ

◎

第861図 SP2528新出土土器
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0            50cm
i              I

L=8,700m
A

- 2336

第題 図 SP25関新出土土器

第864図

1 暗褐色 10YR73 格質土

SP2553新平・断面図 (S=1/25)

鳳
岬
Ｕ

ＯＴ
ｍ」〓８．８・Ａ

〆OT
0        50om
i         I

第867図 SP2571新出土土器

1 掲色 10YR4/4 粕質土 (し まりがある。)

第866図 SP2571新平・断面図 (S=1/25)

ピッ ト (SP2553新 )

位置 Loc.E2・ αⅡ・ dl 平面形 方形

土層 覆土は暗褐色粘質± 1層 である。

遺物出上状況 覆1土から土器片が出土している。図示できる遺物は、土師器篭 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ピット (SP2571新 )

位置 Loc・E2・ α I・ e18   平面形 円形

土層 覆土は褐色粘質土 l層である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出主している。図示できる遺物は、管状土錘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。
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0            50om
i              I

L=88m
A     〆

一〆

li l■
―

Ⅲ i F.‐ |

1 掲色 10YR4/4 粘質土 (し まりがある。)

第868図 SP2575新平・断面図 (S=1/25)

338

0               10cm

第869図  SP2575新出土土器

ビット (SP2575新 )

位置 Loc.E2・ α I oe18   平面形 円形

土層 覆土は褐色粘質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器皿 1点である。

時期 中世 (鎌倉時代 (13世紀))である。

ビット (SP2583新 )

位置 Loc.E2。 α I・ e20   平面形 円形

土層 覆土は褐色粘質上を主体 とし、 5層からなる。

遺物出土状況 覆土から鉄器が出上 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

ピット (SP2585新 )

位置 LOc,E2,α I・ d20   平面形 楕円形

土層 覆土は責褐色系粘質土を主体とし、 4層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、管状土錘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。
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第870図 SP2583新平・断面図.(S=1/20

第871図 SP2583新出土鉄器

・
9'

◎ 2339

1 絹色

にぶい黄掲色

暗褐色―

オリープ掲色
オリーブ掲色

10VR4た 粘質土
(し まりがある。)
10YR4/3 粘質土
(し まつがあるど)
iO常13/4 粘質土
(し まりがあ―る。)
乞5Y4/3 粘質土
2.5Y4/4 粘質土

２

　

３

　

４

５

１

　

２

・
　

３

　

４

　

　

図２７８第

一

3        50cm
I         I

い 8やOm
A 〆

にぶい費褐色 10VR4/4 粕性砂質土
(し まりがある。)

褐色  vs鴇冦キ
にぶい費禍色 10YR5/31粘質土

(しまりがあるs)

黄褐色    10YR5/6 紺質土
(し まりがある。)

SP2585新平・断面図 (S=1/25)
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2341

0                10cm

第875図 SP2593新出土土器

1 にぶい費褐色 10YR4/3 粘質土
2 灰責掲色   10YR72粘 質土
3 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘性砂質土
4 皓褐色    10YR3/3 粘性砂質土
5 にぶい黄褐色 10YR5/4 活性砂質と
6 にぶい声編色 10YR5/3 粘性砂質土 (粒子が細かいよ)

7 にぶぃ黄褐色 10YR4/3 粘性砂質と (粒子が細かい。)

第374図 SP2593新平・断面図 (S=1/25)

ピット (SP2593新 )

位置 Loc.E2・ cx Ⅱ tel 平面形 円形

土層 覆土はにぶい黄褐色粘性砂質上を主体とし、7層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は|、 須恵器瓶、土師器蓋の2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

ビット (SP2608新 )

位置 Loc,E2・ α I・ 20   平面形 円形

土層 覆土は褐色糸粘質土を主体とし、5層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上してぃる.。 図示できる遺物は1須恵器皿、土師器皿の3点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

―- 535-―



＼

止〔[三ラ)二
0            50cm
l              l

L=890m
A

1 暗掲色    10YR3/4
2  に心ミぃ責掲色  10YR4/3
3 掲色      10YR4/4
4 オリーブ褐色 2.5Y4/4
5 オリーブ褐色 2.5Y4/3

L=890m
A

Cく
三三三三三三三三三三正三IIIII「 璽ラ房ぢζ43

く`く三Ξ三三三三三二Ξ三三正三三三三三E三巨ここ万
ppz344

0               10Cm

第877図 SP2608新出土上器
粘質土 (し まりがある。)

粘質土 (し まりがある。)

粘質土 (し まりがある。)

粕質土

粘質土

A′

o T71

T     5cm

第876図 SP2608新平・断面図 (S=1/25) 第878図 SP2610新出土鉄器

ピッ ト (SP2610新 )

位置 Loc.E2・ α I・ f20

土層

平面形 円形

遺物出土状況 覆土から鉄器が出上している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

ビット (SP2621新 )

位置 Loc.E2・ α I・ f19   平面形 精円形

土層 覆土はオリーブ褐色粘質± 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器杯 3点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。
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ー

0            50cm
i               l

L=890m
A           A′

粘質土 (し まりがある。)

。断面図 (S=1/25)

爾
Ⅷ
脚
院
鰯
Ｏ
ｏ

下
ｍ

呻一Ａ

ビット (SP2629新 )

位置 Loc.E2。 α I of18   平面形 円形

土層 覆土は褐色系粘性砂質上を主体 とし、 4層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出土 している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

1 オリーブ掲色 2.5Y4/4

第879図 SP2621新平

345

346

347

0                10cm

第880図  SP2621新出土土器

第882図  SP2629出土石器

0            50cm
l              l

1 褐色     10YR4/4 粘性砂質土
2 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土
3 掲色     10YR4/6 粘性砂質土
4 オリーブ褐色 2.5Y4/6 粘質土

第881図 SP2629新 平・断面図 (S=1/25)
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ネ

0            50cm
i            l

L=8.90m
A        A' ＼    

―

第884図 SP2643新出土土器

20cm

土
土
土
土

質

買
質
質

粘
粘
粘
粘

褐色
暗褐色

にぶい責掲色
にぶい費褐色

10YR4/4
10YR3/4
10YR5/4
10YR5/3

と=8,90m
A

(し まりがある。)

(し まりがある。)

第883図 SP2643新平・ 断面図 (3=1/25)

ピット (SP2643新 )

位置 Loc.E2,α l in9   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色系粘質± 4層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、土師器皿 l点である。

時期 古代 (平安時代 (8世紀))である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

ビット (SP2645新 )

位置 Loc.E2・ α I・ f19～20   平面形 円形

土層 覆土は褐色系粘質上を主体とし、4層からなる。

遺物出―土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は土師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。
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ー

〕           50cm
i             I

墜墾い0中      _
A       〆

0               10Cm

第386図 SP2645新出土土器

1 にぶい黄褐色 10YF5/4
2 皓褐色    10YR3/3
9 褐色    10YR4/4
4 黒褐色   7.5YR3/2

第885図 SPお45新平

粘性砂質土 (し まりがある。)

結質土  (し まりがると)

粘質土  (し まりがる。)
粘性砂質土 (し まりがある。)

・断面図 (S‐ 1/25)

ー

0            50cm
i            I

ピット (sP2657新 )

位置 LoαE2,α I,g20

上層

平面形 方形

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

0         10cm

第888図 SP2657新出土土器

図示できる遺物は土師器杯1点である。

い8,90m         _
A          〆

第887図 SP2657新平・断面図 (S=1/25)
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イ

o        50cm
l         :

1 黄撮色   2.5Y5/4
2 オリー|ブ掲色 12.5Y4/4

二帽黒,辮色穂Ⅵ戦握
S にぶい黄褐色 10YR5/3

第890回 SP26624F出土土器

土師器養く杯の 2点である。

丸瓦 1点である。

1

20Cm

粘性砂質土

鯉 臓 上

路昼圭
粘質土

第389図 (S‐ 1/25)

ビット (SP2∝2新 )

位置 ILoc.E2・ α■.gl   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色系粘性砂質上を主体とし、5層からなる。

遺物出―上状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物1ま、

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半),である。

備考 土層の観察から柱痕が確認できる。

ビット (SP2671新 )

位置 Loc,E2・ ∝I o g20   平面形 方形

土層 覆土は褐色粘質土を主体とし、6層からなる。

遺物出1土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物1ま
―、

時期 古代 (平安時代).である。

備考
―
土層の1観―察から柱痕が確認できる。
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ー

0            50cm
i            I

L■8190m
A

1

2
3
4
5
6

脳

麓|
オリープ掲色
にがい1責褐色
掲色

L■300れ
A

10YR4/4 粘質土
2i5Y5/4 粕性砂質上
10YR4/4 粕性砂質土
2,OY74 精性砂質土
10YR4/3 粘質土
10VR4/6 粘性砂質土

だ

―
獅

第892図 SP2671新出上土器

3891図 SP267,新平・断面図 (S-1/25)

ビット (SIP2678剰 け

位置 LocE外 ol・ を19   平面形 円形

土層 覆土は褐色系粘性砂質上を主体とし、7層からなる。

遺物出土状況 1覆土―から土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器皿1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

ピット (SP2679新 )

位置 LooE2・ OI・ g19   平面形 1方形

土層 覆土は褐色系粘性砂質上を主体とし、 5層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土―している。図示できる遺物は、土師器竃1点であるゃ

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 ELEの観察から柱痕が確認で―きる。
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A 〆

0            50cm
I      I

ド

1 灰責掲色   10YR4/2
2 贈灰黄色   2i5Y4/2
3  1旨常B造3        10Y3/3

4 にぶt｀責褐魯 10VR4/3
5 にぶい黄掲色 10YR4/3-

;寧 塀皇弟 色 黙 務

第393図 SP2678新平・断面図 lS=1/25)

ー

D        50cm
I      I

驚誅 難 駿満 諮 為
粘性砂質と (炭イヒ物を含む。)
雅性砂質土
お性砂質土

協Ч耽え雑罐圭
10YR73消性砂質土
ll誤

房ン4 1継
〆

54

m

9894図  S‐P2678新出土土器

ヒ 画 面 面 面 巨 画 面 翌 豊

m

第396図 .SP2079新出土土器

1 掲色
2 褐色

ユ |:ぶ士鐵 :]
5 オリーブ褐色

L=8190n
A

第395図 SP2679新平・ 断面図 (S=1/25)

―――――
                            〔,Z窒 :〕                         

―
 ‐―――・



第897図

0            50cm
i      I

L=8.80m
A           A「

1 黄褐色 2.5Y5/4 シルト
12mm未満の礫を少畳含むよ)

SP2768新平・断面図 (S圭 1/25)

ー

下
短 》

A‐

0            50cm
I      I

い8.70m _
A      A´

0                       10cm
l::::::EEEEFFEEiEEiiiiiiヨ Li::LEEEFiFFEiFEEEEELIヨ i」         |

第89欄 sP2768新出土石器

0               106m

第900図 SP2805新
―
出土主器

1 灰費掲色 10YR5/2 粕性砂質土
(マ ンガン、礫、上器片を含む。)

第899図 SP2805新平・断面図 (S=1/25)

ピット (SP2768新i)

位置 hd認・αI・ 113 平面形: 円形

土層 覆土は黄褐色シルト質±1層である。

遺物出土状況 覆土から石器が出上している。図示できる遺物は、敲石1点である。

時期 吉代 (平安時代)である。

ビット (SP2805新 )

位置 L(遠E2,d I oik17   平面形 円形

土層 覆土は灰黄褐色粘性砂質土 l層である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図1示できる遺物は土師器杯 l点である。

時期 古代 (平安時代 (11世紀前半))である。
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1 歯掲芭 乞5Y5/4-油性砂質主
(マシガン、4繋符守むⅢ)

3901図 S,2806M平・断面図■Gと1/251

中 “

1蹴
艦 ヽ

給 翰
8903図 SP2807新平 `断面図 (Sと1/251

イ

40cm

第904図I SP2807新出土土器

どット(P2806紛

位置I LooE2,sI.hi18 平面形 ―楕円形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質土-1層 |である。

違物出土状況 覆土から―土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器杯-1点である。

時期 古代 t平安時代 (■世紀前半))である。

|ピ ット (SP28073)

位置 Lo謹02・ 載 I・ l19 平面形 円形

土層 療土はにボい黄褐色器峰砂質±1層であ―る。

遺物出土状況 覆土から鵡 .が出上している。図
―
示できる造物は、土師器擁1点である.。

時期 中世 (鎌倉1時代 l13Ltl)である。
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ｍ

蜘一Ａ
黄掲色

オリーブ褐色

オリーブ黄色
オリーブ掲色
オリーブ黄色
灰オリーブ色
オリーブ掲色
オリーブ褐色
灰オリーブ色

暗緑灰色

2.5Y5/4 砂質土 (粘性が弱く、2～ 5 emの マシガン粒を含む。
オリーブ黄色砂質上をブロック状に含む。)

2.5Y4/4 砂質土 (粘性がやや強く、下部に鉄分が沈殿している。
オリーブ黄色砂質土をブロック状に含む。)

砂質土 (粘性がやや強い。マンガン粒、鉄分粒を含む。)

シルト(粘性が弱い。)

シリレト(粘性が強い。下部に鉄分が沈殿している。)

シルト(粘性がやや強tち )

砂質土 (粘性がやや強い。)

砂質土 (粘性が弱い。)

シルト(粘性がやや強い。)

シルト(粕性が強い。地山との境界が不明際である。)

醐
翻
螂
螂
翻
翻
聰
帥

第905図 SX1001平・断面図 (S=1/50)

⑥性格不明遺構 (SX)

性格不明遺構 (SX1001)

位置 Loc,D2・ δⅡ・kl14   平面形 楕円形   断面形 逆台形

土層 覆土はオリーブ褐色砂質上を主体とし、10層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器、鉄器が出土している。図示できる遺物は、石器が敲石 1点、鉄器が鉄片

1点が出土している。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 遺構は底は地山との境界が不明瞭である。
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∬

弊

追

獣
鉾
杓
押
ャ

甥
爛

〔

（

】

日

，

〕
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５Ｃｍ

ζrF●I?鷲、&1環赳ノ′

第906図  SX1001出 土石器

性格不明遺構 (SX1002)

位置 Loc.D2・ δⅡ・jkll～ 12   平面形 楕円形 断面形

土層 覆土は黄褐色粘性砂質土を主体とし、 7層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、

時期 近世 (江戸時代 (18～ 19世紀))である。

第907図 SX1001出 土鉄器

逆台形

磁器椀 2点である。

性格不明遺構 (SX1003)

位置  Loc.D2。 δⅡ・111 平面形 楕円形   断面形 逆台形

土層 覆土はオリーブ褐色粘性砂質土を主体 とし、 5層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、九瓦 1点である。

時期 近世 (江戸時代)である。

備考 SD1006に 接続する。SX1004と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SX1004→SX1003と

なる。

|く
|

||

-546-



1 黄掲色   2.5Y5/3
2 資髄    25Y5/3
3 にぶい黄福色 10YR5/3
4 資褐色   2.5Y5/3
5 黄褐色    2.SY5/4
6 にぶし環弱色 10YR5/3
ア 黄褐色    2・ OY5/4

粕性砂買土
紺性砂質土
粘性砂質土
粘性砂質上
粘性砂質上
砂質土
粘鱗 土

悟 と

';遥

幾蓮勢 :   1銘 覇滋曽盤 安 ″
曜 含

,0

信シ雰羅 f薯愁:驚空理澪評纏猪警写講諸
朝ひ買土々ブロック状に少量含む∋

(マ ンガンを含む。)

第908図 SX1002平 心断面図 lS-1/50)
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SX1004

1 灰オリエブ色 5Y5/2

2 オリーブ編色 2.5Y4/4
3 オリ■ブ輻色 aS▼4/4
4 反オリーブ色 5Y5/2
5 オリーブ褐臨 2.5Y4/4
6 灰オリーブ色 5Y72
7 責掲色   215Y5/3
1 灰オリーブ色 5Y5/3
9 灰オリーブ色 5Y5/3.

10黄褐色   215Y5/3
1第909図

(粘性が非常に強いこ徹量のマンガレ、o.5-6cmの 蝶を
含むD

盤牌―勇鋸緊;物

、盤のマンル給むか

t雫鳴寵罷厨こ票議&)遅のマンガンを台む♪
(マ ンガンを全画に含む。αo～7emの撃を含む。,

罐書とす霧とgガ鑓籟£「離漁し哺
1004平・断面図 (Sと 1/25)

粘性砂質土

粘性砂賓土
駒 垂

鵬
粘性秒買土
粘博醒 主
結性砂質土
粘性砂質上
粘性砂質土

SX1003.
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＼ミくこ憂営L!1,'4359

0

、こ
=」
とg電確2360

10cm

第910図 SX1002出 土土器

Э
Ⅵ
脚
――ｌｆ
ｌｌｌ
Ψ

◎

一

鮪
〃

既

一

導 2鮒
10cm

第911図 SX1003出 土土器

T73

⑥   9                59m

第913図 SX1004出 土鉄器

徹

・

― ―ｌ

ν

跳 62

2363 ｀
工
豆 64

5明 6

潮 立 3V 学 3∞

0               10cm

第912図 SX1004出土土器

性格不明遺構 (SX1004)

位置 Loc.D2・ δⅡ。lmll～ 12   平面形 楕円形   断面形 逆台形

土層 覆土はオリーブ褐色粘性砂質土を主体とし、 5層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器、石器、鉄器が出土 している。図示できる遺物は、土器が磁器椀、皿、陶

器皿、須恵器壷の 7点、石器が、敲石、台石、砥石など12点、鉄器が釘、鉄片の 2点である。

時期 近世 (江戸時代 (18～ 19世紀))である。

備考 SD1007に 接続する。SX1003と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SX1004→SX1003と

なる。

性格不明遺構 (SX1005)

位置 Loc.D2・ δⅡ■m12 平面形 円形    断面形 逆台形

土層 覆土は責褐色系シル ト質土を主体とし、 7層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、鉄器片が出上 している。図示できる遺物は、土器が須恵器重、陶器椀

の 2点、鉄器が鉄片 1点である。

時期 中世 (13～ 14世紀)である。
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第915図 SX1004出 土石器 (2)
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第916図 SX1004出 土石器 (3)
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ヽ

第920図 SX10“平
'断

面図 (S-1/50)

―
期 +叶 9ぱ
豊増雹度

の撃!線かシルト
1長醤』

責掲毎―ヂ璃暢夕報桂懲唇圭

鏡
,管

を解朧
惚 ゥ赫 腿 )粘

性砂質土

監 竣髄 1胎 J縄 撤

1閉麟
子
響 隅 粘性砂質土

擬蟹雹
色 食辮 轄窪愁唇:

灰オリー

'色
.5Y6/2  絡性砂質土

稔 ウ散翻 爛 絲
陥桑霧勇粒饂 iS.精

世砂肇

1

2

3
4
-5

0
7
8

0
10

1.11
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16
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第921図 SX1015出 土土器

性格不明遺構 (SX1015)

位置 LocoE2・ α I・ kl14～ 15   平面形 円形   断面形 椀形

土層 覆土は責褐色系粘性砂質土を主体 とし、16層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、陶器椀、指鉢、土師質羽釜、須恵

質平瓦、碑など7点である。

時期 近世 (江戸時代)である。
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粘性砂質土 (粒子が細かい。下部ほどマンガンを多く含む。5mm未満の礫を少量含む。)

粘性砂質土 (マ ンガン、鉄分を含む。lcm未満の礫を少量含む。)

第922図 SX1016平・断面図 (S=1/50)

弓
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0

第923図 SX1016出 土土器

性格不明遺構 (SX1016)

位置 Loc.E2・ α I・ n16～17   平面形 溝状   断面形 逆台形

土層 覆土は責褐色粘性砂質土を主体とし、 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、磁器椀、悟鉢、羽金、平瓦などの

7点である。

時期 中世 (14～ 16世紀)である。

備考 遺物の一部は SD1094に 属する遺物である可能性がある。
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4区第 1包含層出土土器

第 4調査区の包含層から出土 した遺物である。第 4調査区内で出土 した遺物をまとめて掲載している。

土器 図示できたのは、須恵器董、盤、土師器奏、鉢、高杯、甑、杯、蓋、皿、管状土錘、軒平瓦、平

瓦、九瓦など24点 である。

時期 古代～中世である。

5。 6区第 1包含層出土土器

第 5,6調査区の包含層から出土 した遺物である。第 5。 6調査区内で出上 した遺物をまとめて掲載

している。

土器 図示できたのは、須恵器董、杯、皿、土師器外、杯、皿、羽釜の脚部など9点である。

時期 古代～中世である。

7区第 1包含層出土土器

第 7調査区の包含層から出上 した遺物である。第 7調査区内で出土 した遺物をまとめて掲載している。

土器 図示できたのは、須恵器壼、鉢、杯、蓋、皿、土師器甕、高杯、鋼、杯、皿、羽釜の脚部、篭、

黒色土器椀、灰釉陶器椀、陶器橋鉢、土馬、管状土錘、平瓦など74点である。

時期 古代～中世である。

10区第 1包含層出土土器

第10調査区の包含層から出土 した遺物である。第10調査区内で出土 した遺物をまとめて掲載 している。

土器 図示できたのは、須恵器壷、瓶、杯、杯蓋、円面硯、土師器、杯、蓋、皿、椀、黒色土器椀、緑

釉陶器椀、輪、紡錘車、管状土錘、平瓦、丸瓦など51点である。

時期 古代～中世である。

4区 。12区第 1包含層出土遺物

第12調査区の包含層から出土 した土器と第 4調査区から出上 した石器である。土器については第12調

査区内で出土 した遺物をまとめて掲載 している。

土器 図示できたのは、須恵器壺、奏、盤、悟鉢、土師器奏、鉢、杯、皿、盤、宅、羽釜、黒色土器椀、

瓦器椀、陶器椀、灯明皿、青磁椀、盤、平瓦、九瓦など60点 である。

石器 第 4調査区 SK1080付近で石帯が 1点出土 している。

時期 古代～近世である。
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第935図 SD2028出土土器

SD2028出土土器

第 2遺構面の遺構であるが、付近から古代に属する遺物が出土している。

土器 図示できる土器は、須恵器瓶、緑釉陶器椀、皿、平瓦、管状土錘など7点が出土 している。

時期 古代 (8～ 10世紀)である。
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Ⅳ 自然科学的分析





1 矢野遺跡出土鉄関連遺物の金属学的調査

大澤 正己 (lIXl九州テクノリサーチ・TACセ ンター)

概要

弥生時代中期末と古代に属する鉄関連遺物 く弥生時代の鉄素材や鉄鏃、切片、対蝸破片 ?、 粘土溶融

物など、古代は鉄淳、釘状不明鉄製品、紡錘車 (軸 と紡輪)〉 を調査して、次の点が明らかになった。

【弥生時代中期末の遺物】

(1)鉄素材 (板状鉄斧状)は低温退元直接製鋼法にもとづく鉱石系塊煉鉄である。鉄中の非金属介

在物 (鉄鋼中に介在する固形体の非金属性不純物、つまり鉄やマンガン、珪素および燐などの酸化物、

硫化物、珪酸塩などの総称)は大型爽雑物のウスタイト (Wusitei FeO)と ファイヤライト (Fayalite:

2FeO o Si02)、 これに燐灰石 (Apatite i 3Ca(P04)2・ Ca(F o Cl))由 来鉱物 (36.30/OCaO-42.70/O

P205~11・ 40/OFeO)が検出された。列島内での燐灰石由来鉱物 (弥生・古墳時代対象)の発見は数少な

く、福岡市所在で古墳時代前期前半に比定される西新町遺跡出上の大型板状鉄製品(33.4cmの 板状鉄斧)

以来である。は。また、国外ではモンゴルの宣威軍城 (ホ クシン・テール)遺跡出土で、13世紀代の鉄鏃

の例が挙げられる。はり

鉄素材 (板状鉄斧状)の金属鉄組織は、芯金が極軟鋼 (C:<0.150/0)で 皮金は銹化して不鮮明なが

ら軟銅 (Ci<0。 30/0)の充当の合せ鍛えの可能性をもつ。貼 り鋼製品ならば鉄素材ではなくて板状鉄

斧と呼称すべきであろう。

(2)台形状鉄片は小型板状鉄斧に名称を改めた。該品も鉄素材 (板状鉄斧状)に準じた製造履歴で、

非金属介在物はウスタイトとファイヤライトの大型爽雑物を内蔵し、極軟銅 (Ci<0.150/0)と 半硬鋼

(C:0。 3～0.50/0)の合せ鍛えの可能性をもつ。フェライト結晶粒は大きく歪み、冷間加工の痕跡を留

め、タガネ切り加工の跡が連想された。

(3)次 に無茎鉄鏃を含めて他の小型鉄片類は、銹化が激しくて、金属組織の痕跡を読み取るのに困

難な状況にある。これを承知で発言すれば、鉄素材は塊煉鉄系の極軟銅の可能性をもち、軟質素材のタ

ガネ切り、砥石研磨の原始鍛冶での派生品が想定される。は0

(4)対蝸破片らしき粘土塊の溶融物は、一部にウスタイトとファイヤライトの晶出があるものの、

器物特定は定まらぬ。胎上の性状は、鉄分 (Fe203)が 5,10%と 左程高くはなくて軟化性には問題ない

が、酸化アルミニウム (A1203)が15.79%と低く、かつ、塩基性成分 (CaOttMgO)が 6.02%と 高く耐

火性は望めない。耐火度は1080℃ と低値で、対蝸使用時の高熱耐久度は劣る材質であろう。

【古代の遺物】

(1)淳の調査を2種類行った。 1つ はYNO-14D滓で鉱物組成はウスタイトとファイヤライトの

晶出で、通常みられる鍛冶淳に分類される。いわゆる沸し鍛接・鍛錬鍛冶津である。化学組成は鉄分

(Tot』 Fe)力�6%台と高く、ガラス質成分は38.60/O、 砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)Oo 54%、 バ

ナジウム (V)0.01°/oを含む。また、酸化マンガン (MnO)0.10°/0、 銅 (Cu)o。 01°/oな どから砂鉄系
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鍛錬鍛冶津に分類される。更に、EPMA調査で、ウスタイ ト粒内に1,80/OT102固 溶の確認がとれたので、

こちらからも砂鉄系鉄素材が裏付けられた。

残るもう1点の津 (YNO-17D)は、化学組成は前述 YNO-14D津にほぼ準 じた組成であるが、鉱

物組成 の方 はヘーシナイ ト (Hercynite:FeO・ A捻03)38%FeO-470/OA1203、 ウルボス ピネル (Ul‐

vbspinel:2FeO・ Ti02)系 69。 90/OFeO-20.40/OTi02、 オリピン類系 (Olivine group)120/OMgO-250/O

FeO-49。 50/OSi02が混在する。非鉄金属に関連 した淳の様相である。現時′点での結論は出しきれない。

後 日の研究課題 にしてお きたい。これに加えてYNO-12D粘土溶融物 も鉱物相が近似するもので

YNO-17Dと セット関係になる可能性をもつ。

(2)古代の鉄釘は砂鉄原料の鉄素材であった。鉄釘の鉄中非金属介在物は77～ 830/OTi02の ルチル

(Rutile:T102)が検出された。原料鉄は砂鉄の高温操業で晶出した鉱物相を内蔵 し、製鉄 も安定 した時

期の生成物と推定される。一方、鉄釘の材質は硬銅 (CiO.5～ 0。 7%)が使用されていた。このような

高炭素鋼充当の釘の存在は珍 しい事ケよである。

(3)紡錘車の軸と紡輪は銹化鉄がゲーサイト (Goethite:α ―FeO o OH)化 していて、金属鉄の組織

痕跡は不明瞭であった。亜共析銅 (Ci<0。 77%)の充当であろう。

1.い きさつ

矢野遺跡は、徳島市国府町矢野に所在する弥生時代中期から古墳時代 。古代へかけての複合遺跡であ

る。当遺跡内の集落跡より数多 くの鉄関連遺物が出土する。その内の弥生時代中期末と古代の 2時期に

属する鉄製品の銹化度の低い遣物を選び出し、当該期の手工業生産の実態を把握する目的から金属学的

調査の連びとなった。なお、弥生時代中期末の調査品は SB2037竪 穴住居跡出土品が主体をなす。また、

弥生時代後期後半から古墳時代初頭に比定される鉄関連遺物の調査結果は既に報告済 (大澤・鈴木

2002)である。

2.調 査方法

2-1.供 試材

Table。 1に示す。遺物数は弥生時代中期末が12点、古代 6点で、計18点 の調査を行った。矢野遺跡の

分析調査は平成10年度分から A、 B、 Cと 3回行ってお り混乱を避けるため、今回の供試材は末尾にD

の符号を付けている。

2-2.調 査項目

(1)肉眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

(2)マ クロ組織

顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投影機の 5、 10、 20倍のいずれかで撮影した。低倍率の観察は、

組織の分布状態、形状、大きさなど顕微鏡検査 (× 50、 100、 400)に よるよりも広範囲にわたっての情

報が得られる利点がある。

(3)顕微鏡組織

切 り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、 #240、 #320、 #600、 #1000
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と順を追って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の 3μ とlμ で仕上げて光学顕微鏡観察を

行った。なお、金属鉄の炭化物は、ピクラル (ピ クリン酸飽和アルコール液)で、フェライト結晶粒は

5%ナ イタル (硝酸アルコール液)で、腐食 (Etching)し ている。

(4)ビ ッカース断面硬度

鉄津の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness Tester)

を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136° の頂角をもったダイヤモンドを押し込

み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を

併用した。

(5)EPMA(Electron Probe Micro Analyzer)調査

分析の原理は、真空中で試料面 (顕微鏡試料併用)に電子線を照射し、発生する特性 X線 を分光後

に画像化し、定性的な結果を得る。更に標準試料とX線強度との対比から元素定量値をコンピューター

処理してデータ解析を行う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が

可能である。

(6)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (TotЛ  Fe)、 金属鉄 (Metallic Fe)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S)、 :燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化准素 (Si02)、 酸化アルミニウム (A比03)、 酸化カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、

酸化カリウム (K20)、 酸化ナトリウム (Na20)、 酸化マンガン (MnO)、 二酸化チタン (Ti02)、 酸化

クロム (Cr203)、 五酸化燐 (P205)、 バナジウム (V)、 銅 (Cu)、 :ICP(Inducively Coupled Plasma

Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ発光分光分析。

(7)耐火度

耐火度の加熱に耐える温度とは、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の温度で表示する

ことを定め、これを耐火度と呼んでいる。胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作り、 1分間

当たり10℃の速度で1000℃ まで温度上昇させ、それ以降は4℃ に昇温速度をおとし、試験片が荷重なし

に自重だけで軟化し崩れる温度を示している。

3日 調査結果

(1)YNO-1.板 状鉄斧

表層剥離した皮金と心金本体を分けて調査結果を述べる。

YNO-1-2D 皮金 (表層剥落層)

①肉眼観察 :黄褐色酸化土砂に厚く覆われた板状鉄斧の表層破片である。幾つかの剥落片のうち、刃

部側の可能性をもつものを供試材とした。

②顕微鏡組織 I Photo。 1の①～③に示す。銹化鉄のゲーサイト (Goethite:α 一FeO・ OH)に 辛じて

フェライト (Ferrite:純 鉄)基地に層状組織のパーライト (Pea』ite)痕跡を残す。パーライトは、フエ

ライトとセメンタイト(Cemenite:Fe3C)が交互に重なり合つて構成された層状組織である。このパー

ライトの占める面積比からえ素含有量が推定できる。焼ならし状態では0.40/O前 後で約半分、0。 770/oの
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共析銅で全面パーライトとなる。パーライトの増加、いわゆる炭素含有量の増加は、鉄の材質のうち、

硬さ、引張 り強さが上昇 し、逆に伸び、衝撃値などは減少する。

今回調査の皮金の炭素含有量は、パーライト痕跡からみて軟鋼クラスの0。 3%前後が推定される。な

お、Photo.1の④右側灰色部は金属鉄に付着した銹化鉄部分のパーライト痕跡を示す。低倍率 (50倍 )

で少々見難いが、ここのパーライト量から推定した炭素量も①～③に準じたもので0,3%程度であった。

YNO-1-lD 鉄斧本体 (心金)

①肉眼観察 :皮金部分が銹化剥離した後の完形板状鉄斧である。銹化が進行し、本来形状を正確に捉

え難い面もあり、計測値を参考までに記すと次ぎの様になる。長さ12.3cm、 刃部幅4,7cm、 九味をもつ

基部幅3.7cm、 厚み0,7cmを 測る。刃部は両刃で、円弧刃ながら片減りした偏刃が窺える。供試材は、刃

先縦方向を観察面とした。

②マクロ組織 I Photo。 13の左上に示す。左側白色部が金属鉄で右半分の灰色部が銹化鉄となる。金

属鉄には縦方向に鍛接線が幾本も走り、造りは縦鍛接合せ鍛えと判る。

③顕微鏡組織 I Photo.1の⑤～③に鉄中の非金属介在物を示す。大型共晶爽雑物のファイヤライト

(Fayalite:2FeO o Si02、 淡灰色木ずれ状結晶)と 粒状結晶のウスタイト (Wustite:FeO)が暗黒色ガ

ラス質スラグ中に晶出する。この種の非金属介在物を含む鉄の製造履歴は、低温還元直接製銅法にもと

づく塊錬鉄に分類される。(μ )

次にPhoto.2の ①～⑨に示した顕微鏡組織について述べる。①は繰返し折り曲げ鍛接を行った際、酸

化防止にワラ灰や粘土汁など塗布した時点で生じたガラス質スラグである。介在物は鍛打による展伸が

よく現れている。②～③は金属鉄をナイタル腐食 (Etching)し た後の組織を示す。まず②は、マクロ

組織の中央部当りの横断面である。左側が表層部でフェライト単相の粗大粒で③はその拡大組織、②の

中央はフェライト細粒で粒界交点には少量のパーライトの析出がある。④は拡大組織で、この部分の炭

素含有量は、0.15%前後であろう。いずれにしろ、この心金の炭素含有量は、極軟銅の材質に分類され

る。また⑦は遺存刃部の最先端部分である。この部分は細粒と粗大粒の混在で、②の中央組織に準ずる

ものである。

なお、フェライト粗大粒と細粒の混在は、鍛錬鍛冶工程で極軟銅塊錬鉄を鍛冶原料鉄に使っているの

で、オーステナイト (Austenite:炭素を固溶しているγ鉄)粒が一部再結晶領域で加工を受けた事を

示している。このために一部のオーステナイト粒は微細に再結晶し、冷却後微細なフェライト粒になり、

他のオーステナイト粒は再結晶せずに変形し、加工方向に伸展粒を生成させて粗大粒を留める結果と

なった。鍛錬温度は1,000℃ 以下の低温側での加工が推定される。

④ビッカース断面硬度 :⑤にフェライト単相粗大粒の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は87Hvと 軟質

である。③はフェライト・パーライトの細粒結晶部分で硬度値は103Hv、 ③は刃先最先端で116Hvが得

られた。組織に対応した値であり、心金に極軟銅が充当されているのが確認できた。

⑤ EPMA調査 I Photo.20に鉄中非金属介在物の反射電子像 (COMP)と 定量分析値を2視野示した。

まず 1段目のデータから述べる。反射電子像 (COMP)に 1の番号をつけた白色粒状結晶の定量分析値

は、98.1%FeOでウスタイト (Wusite:FeO)が 同定される。また、2の番号のつく淡灰色不定形結

晶は、70.3%FeO-28。 7%Si02組成からファイヤライト (Fayalite:2FeO o Si02)で1,3%P205を 固溶

する。更に3の番号の茶褐色結晶の定量分析値は、36.3%CaO-42.8%P205~11・ 4%FeO組成が得ら
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れた。鉱物相は燐灰石 (Apaite i 3Ca(P04)2・ Ca(F・ Cl))力 S同定される。

次にPhoto.20の 2段 目の反射電子像 (COMP)に 4の番号をつけた淡灰色木ずれ状結晶は、65.70/O

FeO-28。 90/OSi02組 成でファイヤライ トである。前述 した 1段 目の 2の香号の鉱物相 と同系で、こちら

にも2.20/OP205と 、3.40/OMgOを 固溶する。製鉄原料は、砂鉄やチタン磁鉄鉱の特有成分の二酸化チタ

ン (Ti02)やバナジウム (V)な ど含有 しないので、普通の磁鉄鉱石系が想定できる。

(2)YNO-2D 鉄鏃

①肉眼観察 :先端と茎部尻を欠損した有茎鉄鏃である。身部は先端に向かって羽子板状に広がり、側

面は直線状に裁断された形跡を残す。圭頭鏃であろうか。現存長さ4.lcm、 身幅1.8cm以上、厚み0。 3cm

程度で関の有無は不明瞭となる。薄板半製品のタガネ切り成形の可能性をもつ。供試材は身部破面側を

横方向に採取した。

②マクロ組織 :Photo。 13の上段右側に示す。金属鉄は遺存せず、層状剥離を起した銹化鉄である。

鉄素材は2 Hul程度の厚みが想定できる。

③顕微鏡組織 :Photo.3の ①②に示す。銹化の進行から亀裂が著しく、金属組織の痕跡は留めない。

ゲーサイト (Goehite:α一FeO・ OH)は、非金属介在物の有無も定まらず、鍛造品であろうが素材の

製造履歴も不明瞭である。材質は軟らかい極軟銅クラスであろう。

(3)YNO-3D 鉄鏃

①肉眼観察 :身部は、椿葉状に幅広がりをもつ有茎鉄鏃である。関はない。現存長さは茎尻を欠くが

4.Ocm、 身幅2.2cm、 厚み0。 3cmを 測る。供試材は茎端部を横方向に採取した。

②マクロ組織 :Photo。 13の下段に示す。金属鉄は遺存せず内部は粗慈状に侵食される。茎の厚みは

銹膨れを起して 3111111を 測る。断面形状は長楕円形を呈する。

③顕微鏡組織 I Photo.3の③～⑦に示す。銹化鉄のゲーサイト (Goethite:α 一FeO・ OH)化 し、非

金属介在物や金属組織の痕跡も定かでない。⑤はフェライトの結晶粒界らしき網目状模様、⑦にパーラ

イト痕跡らしきものが観察されるが、これらは積極的に肯定できるものではない。不鮮明な情報からの

発言となるが、材質はやはり極軟銅の充当で、板状半製品のタガネ切り加工の可能性を指摘しておく。

(4)YNO-4D 鉄片 (三角形)

①肉眼観察 :平面が二等辺三角形を呈する鉄片である。長軸1.9cm、 短軸1.4cm、 厚みは銹膨れから0。 8cm

を測る小型品。表面には黄褐色酸化土砂の付着が著しい。供試材は縦方向に三分割した切断面を観察し

た。

②マクロ組織 I Photo。 14の 上段に示す。本来は右端部から24m前後の厚みが想定されるが、内部大

半は大きく膨脹・空洞化し、金属鉄は全く残存しない。

③顕微鏡組織 I Photo.4の①に示す。組織は銹化鉄のゲーサイト (Goethite i α―FeO o OH)で 、金

属組織の痕跡は何も留めない。材質は極軟銅で素材のタガネ切り切片の可能性をもつ。

(5)YNO-5D 鉄片 (針状)

①肉眼観察 :断面が 511n角 方形を呈する針状鉄片である。全体が黄褐色の酸化土砂に覆われ、明瞭で
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はないが両端は破面の可能性をもつ。現存長さ3.7cmを 測る。長手方向には規格性を欠き、先細 りの加

工品の様にも受取れる。供試材は幅広側の端部を横方向に採取 した。

②マクロ組織 :Photo。 14の 下段に示す。全体に銹膨れが激しく、隅九方形の断面は歪み、内部は大

きく空洞化する。金属鉄は遺存しない。

③顕微鏡組織 :Photo.4の ②③に示す。組織は銹化鉄のゲーサイト (Goethite:α ―FeO,OH)で あ

る。②は非金属介在物の可能性をもつウスタイト (Wustite i FeO)ら しき白色粒状模様がフェライト

基地に観察される。銹化鉄の場合、酸化の度合によって色調ムラを発生し、このような紛らわしい痕跡

を残す例もありうる。ウスタイトであれば素材の製造履歴は塊錬鉄と分類できるが、その判断は容易で

はない。

④ EPMA調査 I Photo.20の 3段目に白色粒状模様と基地を含めた反射電子像 (COMP)と 定量分析

値を示す。反射電子像に5の番号をつけた白色粒状模様は101%FeOの定量値が得られた。ウスタイト

に同定できる。更に基地は6の番号個所で75.5%FeO-2.1%Si02組 成であった。Total値 は78.2%と

100%未満となる減衰傾向は、汚染侵食から鉄本来の材質は失われている。

(6)YHD-6D jr蝸 破片 ?

①肉眼観察 :平面は不整三角形状を呈し、内弯する形状や、内面の発泡状況からみて対渦口縁部の破

片が想定される。胎土は淡褐色緻密質で、局部的に被熟により灰色に変化する。

②マクロ組織 I Photo.15の 上段に示す。淡灰色基地は粘土鉱物セリサイトで、これに石英や長石粒

子が点在する。白色粒子は胎土中に混入した砂鉄粒子であろう。

③顕微鏡組織 :Photo.4の ④～⑥に示す。素地を構成する粘土鉱物セリサイトは、加熱により非品質

化し、石英粒子は高温クラックが認められる。被熱温度は1,000℃ を超える使用が想定される。④に組

織写真の左側に暗黒色ガラス質スラグの0。 15111u程の塊を提示した。気泡まじりの基地に微小結晶のウス

タイトやファイヤライトを晶出する。これらの調査結果をEPMAの項で述べる。

④ EPMA調査 :Photo.20の 4段 目に示す。反射電子像 (COMP)に 7の番号をつけた白色結晶の定

量分析値は89.5%FeO組成であつた。ウスタイト (Wustite:FeO)が 同定される。次に、この白色凝

集ウスタイトに囲まれて淡灰色結晶が存在する。これに8の番号をつけた個所での定量分析値は58。 7%

FeO-35,4%SiOっ 組成が得られた。鉱物相はファイヤライト (Fayalite:2FeO o Si02)である。当対蝸

は何か非鉄金属の溶融に使用された可能性をもつが、弥生時代中期末といった時代背景をもとにした非

鉄金属の特定は難しい。

⑤化学組成分析 :胎土の分析結果をTable.2に 示す。強熱減量 (Ig Loss)は 1.87%と 低く、強く熱影

響を受け、結晶構造水の飛散した状態の分析となる。鉄分 (Fe203)は 、5。 10%と やや高めで軟化度に

少々危惧を抱く含有量であり、酸化アルミニュウム (A1203)15.79%は低日、塩基性成分 (Ca+MgO)

は6,020/0と 高めで耐火度は高く望めぬ成分系である。高熱耐火物としての粘土に配慮はなされてなくて

在地採用の趣が強く感じられる。なお、マクロ組織で自然界の砂鉄混入を指摘したが、砂鉄特有成分の

二酸化チタン (Ti02)が 1・ 21%と 高いのも領ける。

⑥耐火度 :1080℃ と低値であつた。低アルミ・高塩基性 (Ca+MgO)の成分系が諸に表われた。該

品の実測断面図にみられた器物肉厚の大きいのも熱損失対策の為であろうか。
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TaЫe.2 供試材の組成
*

符号 遺跡名 出上位置 遺物名称 推定年代
全鉄分

(Total Fe)

金属鉄

(Me回止 Fe)
蹴細ロ

蠍
勧
Ｆｅ２。９

二酸化

珪素

(Si02)

酸化アル

ミニウム

(ALOa)

酸化

カルシウム

(CaO)

酸化マグ

不シウム

(MgO)

酸化
カリウム

(K20)

酸化

ナトリウム

(Na20)

YNO-6[ 矢野 SB2037 舛蝸破片? 弥生中期末 60.55 2.32 3.70 2.57

YNO-14正 矢野 SP2583新 鉄津 46.03 53.05 6.70 27.00 5。 93 1.26 0.73

YNO-17正 矢野 SK1299 椀形津 古代 0.20 4.82 60.32 3.27 0.62

#: Σ *

酸化
マンガン

(M■0)

二酸化

チタン

(Ti02)

酸化

クロム

(Cr209)

臓
⑤

五酸化燐

(P205)
痣
⑥

バナジウム

(V)

銅

Ｃｕ

耐火度

℃
造津成分

造津成分

Total Fe

Ti02

Total Fe

注

0.21 0.06 <0.01 #1.87 87 07 14.066

0.54 0,04 <0.01 0.09 38.63 0.839 0.012

0.04 33.33 0,723 0.013

(7)YHD-7D 鉄片 (棒状)

①肉眼観察 :現存長さ2.8cm、 幅1.Ocm、 厚み0。 5cmを 測る。全体に厚く酸化土砂に覆われ、詳細は不

明瞭となるが細部は次の通りとなる。長軸方向の両端は破面か伸びるのか定かでなく、短辺断面の大き

さも均等でない。幅広側は、厚み低減も感じられて刃付は痕跡が窺われた。供試材は幅狭基部想定側か

ら採取した。

②マクロ組織 :Photo.15の 下段に示す。内部が大きく空洞化した銹化鉄である。条材素材か鉄製品

かの判別もつきかねる。

③顕微鏡組織 :Photo.5の ①～⑤に示す。マクロ組織でみた外周部の銹化鉄のゲーサイト (Goethite:

α―FeO o OH)で ある。表層側のパーライト痕跡らしき模様があるが、積極的に肯定するまでには至

らない。金属組織の痕跡がない限りは材質についての言及は出来ないが、これも極軟鋼に分類されるの

ではなかろうか。

(8)YNO-8D 板状鉄片

①肉眼観察 :平面が不整台形状の板状鉄片である。長軸3.2cm、 短軸2。 lcm(一部欠けるが復元長さ)、

幅2.6cm、 厚み0.4cmを 測る。鋤先もしくは穂摘具の再利用品との見解が提示されて、厚みは刃先側で狭

まりをもつ。供試材は縦方向に採取し、利器としての確認がとれるようにした。

②マクロ組織 :Photo。 16の 1段目に示す。該品も銹化が激しくて、ゲーサイト (Goethた e:α―FeO・

OH)が薄く鉄器輪郭を留める迄の侵食で、内部は大きく空洞化する。断面厚みは、基部側で 2 11ull、 刃

先側で0。 351Mlと 転用鉄器刃部の痕跡が認められた。

③顕微鏡組織 I Photo。 5の⑥～③に示す。ゲーサイトに網目状のフェライト結晶粒界と、極く少量の

パーライト痕跡を留める。炭素含有量は、0。 1%前後で極軟銅が想定される。この残存ゲーサイト部が

皮金であれば、心金に中炭素銅 (半硬銅)程度のものの充当があった可能性も看過できまい。

(9)YNO-9D 棒状鉄片

①肉眼観察 :現存長さ4.3cm、 幅1,3cm、 厚み0.6cmを 測る条材らしき鉄片である。ただし、断面は短

―- 578 -―



辺の一方は直線状、残る一方が膨らみをもつ。鉄製品か半製品か定かでない。供試材は当初、縦断面の

観察を考えていたが、まず横断面に切断したところ、内部の空洞化があまりにも激 しいので縦割 りは断

念 し、そのままを研磨観察した。

②マクロ組織 I Photo.16の 2段 目に示す。断面は凸レンズ状の膨らみをもち、外周部に肉薄のゲー

サイトを残して内部は空洞化する。銹膨れを除いた本来厚みは、 241m程度が想定される。棒状鉄片は板

状鉄片と改めるべきだろうか。

③顕微鏡組織 :Photo.6の ①～⑤に示す。ゲーサイト基地にフェライトの網状結晶粒界痕跡が小間切

れに認められる。素材は極軟銅である。

(10)YNO-10D 小型板状鉄斧

①肉眼観察 :長 さ4.Ocmの ミニ板状鉄斧である。基部幅1,lcmに 対して刃幅は2.lcmと 広がり、円弧刃

で刃先は片刃か両刃か不明瞭である。供試材は刃先の縦方向断面が観察できるように採取した。

②マクロ組織 I Photo.16の 3段目に示す。刃先形状は先端へ向かって平均して細まり両刃状となる。

金属鉄は、基部側に辛じて少量残す。金属鉄は2種の明暗をもつ。炭素含有量の異なる素材を用いた縦

鍛接合せ鍛えが指摘できる。

③顕微鏡組織 :Photo.6の ⑥～③に鉄中の非金属介在物を示す。暗黒色ガラス質スラグ中に白色粒状

結晶のウスタイト(FeO)と不定形淡灰色結晶のファイヤライト(Fayalite:2FeO・ Si02)が混在する。低温

還元直接製鋼法にもとづく塊錬鉄が素材となる。Photo。 7の①にもウスタイト単独介在物を提示した。

次に鉄斧金属鉄のナイタル腐食組織をPhoto.7の②～⑥に示す。②の左側は、炭素含有量がやや高め

で0。 3～ 0.5%程度の半硬銅充当の心金で、右側は極低炭素銅のフェライト単相域の皮金である。③と④

は両者の拡大組織を示す。③は心金で炭素量は0.3～ 0,5%と 述べた。この炭素は球状セメンタイト化し

ている。熱処理条件として650～ 700℃焼鈍を受けて靭性を向上させ、工具銅としての材質を付与してい

る。ただし、④の皮金は、フェライト粗大粒は大きく歪を残して冷間加工の跡を留める。

④ビッカース断面硬度 I Photo.7の⑤は心金側の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は279Hvo ⑥は皮金

の粗大フェライトの硬度測定圧痕で、159Hvであつた。利器として心金に鋭利性を求め、皮金の軟質

部で衝撃エネルギーを吸収するといった理に適う設計である。

⑤ EPMA調査 I Photo.20の 5段目に鉄中非金属介在物の反射電子像 (COMP)と 定量分析値を示す。

9の番号をつけた暗黒色ガラスの定量分析値は30.2%Si02~9,70/OA1203~4.1%CaO-1.0%K20~lo l%

Na20組成で、珪酸塩が同定される。当鉱物相は面積が狭小なので、周囲に存在する鉄酸化物の影響を

受けて56.2%FeOが加わる。次に10の番号は淡灰色不定形結晶の定量分析値である。こちらは59.8%

FeO-32.0%Si02が得られてファイヤライト (2FeO o SiOヮ )と なる。最後に11の番号は、白色粒状結

晶で、99.9%FeOか らウスタイト(FeO)である。顕微鏡組織でみてきた通りの鉱物相の検出であつた。

各鉱物相には、砂鉄特有成分の二酸化チタン(Ti02)の 固溶はなくて、製鉄原料は鉄鉱石が想定される。

(11)YNO-1lD 不定形鉄片 (刀子破片か)

①肉眼観察 :平面が不整五角形を呈する板状鉄片である。全体を黄褐色酸化土砂が厚く覆い、原形は

不明瞭となる。向い合う長辺側は生き、残る3片 は破面となる。横断面は2等辺長三角形状で、刀子な

どの破片の可能性が考えられる。供試材は、破面に沿って断面形状が観察できるように採取した。
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②マクロ組織 :Photo。 17の 1段 目に示す。外周部を酸化土砂と赤銹混合層が取 り巻き、その内側を

自色ゲーサイト (α―FeO・ OH)が不連続に観察できる。芯は大きく空洞化 して、原形を推定すると

身幅101mll、 最大厚み2.511mの 刃物破片であろうか。

③顕微鏡組織 I Photo.8の①～⑤にゲーサイト組織を示す。③に注目すると、ゲーサイト基地に黒色

網目模様が観察できる。層状組織のパーライト痕跡らしくもあるが、これも定かでない。パーライトで

あれば亜共析銅 (<0,770/OC)ク ラスの素材であろう。

(12)YNO-12D 粘土溶融物

①肉眼観察 :平面が不整楕円形状で、長軸1.2cmを 測る小型の粘土溶融物である。完形品で、灰色を

呈して細かい気孔が多数点在する個所と、淡褐色の本来粘土溶融のガラス化面が混在する。供試材は半

裁した切断面を観察した。

②マクロ組織 I Photo。 17の 2段 目に示す。断面は多孔質ガラスで緻密性を久き、特に目立つ鉱物相

の晶出は認められない。

③顕微鏡組織 :Photo.8の ⑥～③に示す。鉱物相は、粘土鉱物セリサイトの溶融したガラス質である。

⑦⑥は、粘土内に混入している砂鉄が加熱・還元されて金属鉄粒を晶出した状態を提示した。砂鉄還元

粒子は、あくまで自然界のもので人為的な添加物ではない。この粘土溶融物から弥生時代中期末の手工

業生産の産物を特定することは難しい。

④ EPMA調査 I Photo.21の 1段 目に示す。反射電子像 (COMP)イ よ顕微鏡組織でみてきた砂鉄粒子

が加熱・還元されて、ガラス質スラグ中に鉄粒の晶出がある。ことを述べた。ここで、更に他の鉱物相も

細かく観察してみると、反射電子像 (COMP)|こ 12の香号をつけた淡灰色不定形結晶の定量分析値は、

37.80/OFeO-21,1%MgO-36.0%Si02組成が得られた。鉱物相は、かんらん石類 (01ivine group)が 同

定される。鉄かんらん石 (Fayalite)と 苦土かんらん石 (Forsterite)の混合組成の可能性をもつであ

ろう。次に13の番号の白色鉄粒は1280/OFeO(100°/oFe)組成である。最後に14の番号のついた暗黒色

ガラス質スラグ地は、46。 6%Si02~30。 60/OA1203~13.5%CaO-1.10/ONttO組 成で珪酸塩が同定される。

これには1.10/。 Ti02の砂鉄特有成分と2.9%FeOな どを固溶する。

(13)YNO-13D 刀子

肉眼観察 :現存長さ5.Ocmの 刀子破片である。平面上は、身幅と茎が同じ0。 8cm程で区別が難しい。た

だし、両端が破面で身部側断面は三角形状、茎は長方形を呈する。供試材は身部側より採取した。

②マクロ組織 :Photo。 17の 3段 目に示す。断面は三角形状で身幅 8 11Hl、 最大厚みは3 mnを 測る。全

て銹化鉄でゲーサイト(α―FeO・ OH)化 し、形状は薄く輪郭線を残すのみで、内部は大きく空洞化する。

③顕微鏡組織 I Photo.9の①～⑤に示す。ゲーサイトには金属組織の痕跡は消滅し、製造履歴に関す

る情報は得られない。ただし、銹化鉄には鍛接線など認め難く九鍛えの可能性が濃厚である。

(14)YNO-14D 鉄津

①肉眼観察 :平面は不整方形で、 2面が破面となる椀形鍛冶淳の破片である。色調は灰褐色で緻密質

である。厚みは1.5cmと 扁平で、35gを測る小型品である。供試材は破面側より採取した。

②マクロ組織 I Photo.18の 上段に示す。断面は気孔が少なく緻密質である。鉱物相は、淡灰色盤状
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結晶と白色粒状結晶が少なく構成される。

③顕微鏡組織 I Photo.9の⑥～③に示す。鉱物相は、淡灰色盤状結晶はファイヤライト(2FeO o Si02)

と少量の白色粒状結晶のウスタイト (FeO)が樹状晶や凝集形態で局部的に晶出する。鉄器製作の鍛錬

鍛冶津に分類されて、それも後工程の低温成型側の素延べ作業での排出津とみるべきだろう。

④ビッカース断面硬度 I Photo.9の⑦は白色粒状結晶の硬度測定の圧痕で、値は506Hvを呈する。ウ

スタイトの文献硬度値力滋50～ 500Hvでありに9、 この範疇に収まる。また、⑨は淡灰色盤状結晶の硬度

圧痕で、667Hvが得られた。ファイヤライト (2FeO o Si02)に 同定される。顕微鏡観察結果と矛盾は

ない。

⑤化学組成分析 :Table。 21こ 示す。全鉄分 (Total Fe)は 46.030/Oに 対して金属鉄 (Metallic FeO)0。 11°/o、

酸化第 1鉄 (FeO)が多くて53.050/O、 酸化第 2鉄 (Fe203)6。 70%の割合である。ガラス質成分 (Si02+

A1203+CaO+MgO+K20+N肋0)多 くて38,630/0で 、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO)を 3.92%を 含

む。砂鉄特有成分の二酸化チタン(Ti02)0・ 540/0、 バナジウム (V)0.010/。 などはさほど多 くなく、鍛冶

淳の成分系を表わす。更に、他の随伴微量元素も少なくて、酸化マンガン (MgO)0,10°/O、 酸化クロム

(Cr203)0.04%、 銅 (Cu)0.01°/o留 りである。砂鉄系鉄素材の鍛錬鍛冶津としての成分系に分類される。

また、鉄に有害な硫黄 (S)<0.01%、 五酸化燐 (P205)0・ 310/0な ども多 くはない。

③ EPMA調査 I Photo。 21の 2段 目は、反射電子像 (COMP)に みられるように白色粒状結晶の定量

分析結果を示す。15の番号は97.50/OFeO、 16の番号は95。 60/OFeO-1,90/OTi02の 組成が得られた。鉱物

組成はウスタイト (FeO)が同定されて、後者からは砂鉄特有成分の二酸化チタンが微量検出された。

更にもう1視野、Photo.21の 3段 目に調査結果を示す。反射電子像 (COMP)に 17と 21の 番号は、基

地の暗黒色ガラス質スラグであって、前者は42.40/OSi02~24.2%A1203~8。 10/OCaO-6.70/OK20~4.40/O

Na20組成、後者は43.5%Si02~22.50/OAあ03~8.30/OCaO-6.3%K20~4.20/ONa20組 成で両者は珪酸塩、

これに11.7%FeOと 12,70/OFeOを 固溶する。次に18と 20の番号は淡灰色結晶で、前者が63.2%FeO―

30.00/OSi02、 後者で67.20/OFeO-30.40/OSi02で フアイヤライト (2FeO・ Si02)が同定される。これらに

は3.9%MgOと 1.20/OMgOを 固溶する。最後は19の番号をつけた白色粒状結晶である。97.60/OFeO組

成からウスタイト (FeO)が同定された。古代の鍛冶淳であろう。

(15)YNO-15D 紡錘車軸

①肉眼観察 :黄褐色酸化土砂に覆われた現存長さ4.Ocm、 1.Ocm方形に膨らんだ鉄製紡錘車の軸欠損品

である。端部の片側は生きている可能性が高く、もう一端は破面となる。供試材は破面側を横方向に採

取した。

②マクロ組織 I Photo.18の 下段に示す。断面切 り回は、 4 nlm径 の円形を呈し、金属鉄は遺存せず内

部は空洞化する。

③顕微鏡組織 I Photo.10の ①～⑤に示す。すべて銹化鉄のゲーサイト (α―FeO・ OH)と なり、亀

裂の発生著しく非金属介在物の存在や、鍛接線も定かでなく金属組織の痕跡も不明瞭となる。手掛りと

なる情報を欠くが、細工からみると極軟銅の充当であろう。

(16)YNO-16D 不明瞭鉄製品 (釘 ?)

①肉眼観察 :基部側は1.2cmの 方形、先端へ向って0.4cmま で狭まり、両端部は破面となる。現存長さ
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5,8cmの 不明鉄製品である。鉄釘か工具類の 1種類か判断しがたい鉄器である。重量感をもち、金属鉄

の残存が期待できる。供試材は、基部側から横方向に採取した。

②マクロ組織 I Photo。 19の上段に示す。断面は、銹膨れを外すと10× 9.51mの銹化外周部をもち、芯

に5× 4 HHlの高炭素系金属鉄を残す。

③顕微鏡組織 :Photo.10の ⑥～③に鉄中の非金属介在物を示す。暗黒色ガラス質スラグ中に淡茶褐

色多角形結晶のルチル (Rutile:Ti02)系 介在物が析出する。製鉄原料は砂鉄である。詳細はEPMA調

査の頂で述べる。次に金属鉄のナイタル腐食 (etching)後の組織をPhoto。 11の①～⑤に示す。金属組

織はパーライト基地に、極く微量の初析フェライトを析出した0,70/O前 後の亜共析鋼 (Ci<0,77)で

ある。①は芯金の全長 511mを 提示した。組織は均等で鍛接線は見当らず九鍛えの可能性が考えられる。

硬鋼であり釘は否定されて正具の類であろう。

④ビッカース断面硬度 :Photo.11の ④⑤に硬度測定の圧痕を示す。④はパーライト基地に初析フェ

ライト共存域で硬度値は247Hv、 ⑤は全面パーライト域の共析銅個所で若干硬めの262Hvを呈した。両

者は組織に対応した値であった。

③ EPMA調査 :鉄中の非金属介在物の反射電子像 (COMP)と 定量分析結果をPhoto。 2の 4・ 5段

目に示す。顕微鏡組織で提示した介在物と同じ視野である。まず 4段 目のCOMPに 23の 香号を付けた

淡茶褐色多角形結晶の定量分析値は82.80/OTi02~5,30/OV203紅成でルチル (Rutile:Ti02)が同定される。

これには5。 60/OFeO、 4.80/OMgO、 3.4%A1203が 固溶する。基地の暗黒色ガラス質スラグの定量分析値

は22の 香号の個所で55,70/oSi02~16。 4%A携03~10o l%CaO-1.30/OMgO-4.6%K20~1・ OO/oNttO組 成

が得られた。珪酸塩である。こちらには砂鉄特有成分の6.60/OTi02と 2.10/OFeOが固溶する。

次に2視野日の 5段目のCOMPに移る。暗黒色ガラス質スラグ中に析出した淡茶褐色片状結晶の定

量分析値は、77.70/OTi02~2.lV203組 成から、やはリルチルに同定される。7.2%FeO、 1.2%MnOな ど

固溶する。なお、4。 30/OSi02~3.90/OA1203~6.5%MgOな どガラス質成分の微量検出があるが、これは

分析対象物が狭小のため、周囲のガラス質成分が影響したものであろう。COMPの 25の 番号は暗黒色

ガラス質スラグの定量分析結果である。組成は、54.50/OSi02~16.lA携 03~10o l%CaO-1.9°/OMgO一

4.5%K20~1・ 10/oN勤0で珪酸塩である。こちらにも砂鉄特有成分の6.70/OTi0 2が固溶し、2.70/OFeO一

1.00/OMnOが加わる。製鉄原料は砂鉄であることを明瞭に表明する。

(17)YNO-17D 椀形淳

①肉眼観察 :平面が長軸10cmを 測る精円形状の椀形津である。側面は、中小の破面が連続する。上面

の1個所には黒色ガラス質の瘤状突起があるのは、羽口先端部からの溶融物であろう。淳の色調は黒灰

色、下面の表層には中小の気孔が散在するが、全体には緻密で重量感に溢れた滓である。

②マクロ組織 I Photo.19の 2段 目に示す。断面は気孔の多発する暗黒食ガラス質基地に0。 2～ 0.411Rl

径銹化鉄粒が目立つ。鉄津特有の酸化鉄結晶が見当らない。

③顕微鏡組織 I Photo。 12の①～⑤に示す。鉱物組成は①が暗黒色ガラス質スラグ中に、微細な淡灰

色不定形結晶のかんらん石類 (olivine group)が大量に晶出する。これが主要鉱物である。②③は局部

的な析出物であるが、明色多角形結晶が凝集するのは、マグネタイト (Magnetite:Fe203)と ウルボス

ピネル (Ulvospinel:2FeO・ Ti02)やへ~シ ナイト (Hercynite i FeO・ A1203)な どの混合組成であろ

うか。詳細はEPMAの項でふれる。④⑤の灰色不定形や球状は銹化鉄である。鉄との共存鉱物である。
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④ EPMA調査 I Photo.22の 1段 目に淳主体、 2段 目に銹化鉄粒の反射電子像 (COMP)と 定量分析

結果を示す。まず 1段 目の津の鉱物相から述べる。26の番号を付けた白色不定形結晶の定量分析値は

70.0%FeO-20。 40/OTi0 2組 成が得られた。鉱物組成はウルボスピネル (Ulv6spinel:2FeO・ Ti02)に

近い。1.50/OSi02~1。 9°/OA1203を 固溶する。27の香号をつけた不定形淡灰色結晶の定量分析値は、25。 20/O

FeO-12.20/OMgO-49.50/OSi02組成で、かんらん石類 (olivine group)が 同定される。鉄かんらん石 (Fay‐

alite)と 苦土かんらん石 (forsterite)の 混合組成の可能性をもつ。この鉱物相は、前述したYNO-12D

粘土溶融物中から検出された還元砂鉄粒子からの派生鉱物相と同類である。28の番号のつく明色鉱物相

に囲まれた茶褐色結晶は、38。 20/OFeO-46.90/OA1203で へ~シ ナイト (Hercynite:FeO・ Aち03)の類が

同定される。最後に29の番号を付けた基地の暗黒色ガラス質スラグの定量分析値は、55,00/OSi02~24.4%

AL03~8。 10/OCaO-5。 20/ONttO組成で珪酸塩が同定される。これには4.40/OFeOの 固溶がある。以上の

鉱物相をみると、従来の鍛冶関連の鉄淳とは大きく異なる。ウスタイト(FeO)や ファイヤライト(2FeO・

Si02)が見当らない。

次の分析対象は、 2段 目の反射電子像 (COMP)に 示した0。 3nm径銹化鉄粒へ移る。31の番号をつけ

た淡灰色基地の定量分析値は、91.2%FeO組成で酸化鉄である。30の番号をつけた同粒内茶褐色不定

形個所は、63,00/OFeO-20.00/OSi02~3.30/OAし 03組成に変化する。こちらは銹化鉄部分で腐食汚染が進

行し、更に鉄の純度が落ちた結果と解釈すべきだろう。このように鉄粒が存在しても津としてのウスタ

イト (FeO)が観察できないのは、何故だろうか。

⑤化学組成分析 :Table,2に 示す。全鉄分 (TotaI Fe)は 46。 130/0に 対して金属鉄 (Metallic Fe)0.200/O、

酸化第 1鉄 (FeO)4.820/0、 酸化第 2鉄 (Fe203)主 体で60.320/Oの 割合である。ガラス質成分 (Si02+

A携03+CaO+MgO+K20+Na20)は 33.33%で 、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO)を 4.910/O含 む。砂

鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)は 、EPMAの項でみてきたウルボスピネルの局部析出があったに

も拘らず左程多くなく0。 590/O、 バナジウム (V)0.01°/。留まりである。更に他の随伴微量元素も低めで

酸化マンガン (MnO)0,120/O、 銅 (Cu)0,01°/O、 酸化クロム (Cr203)0.04°/oな どが見られた。鉄に有害

な硫黄 (S)0.01°/o、 五酸化燐 (P205)0,380/0な ども多くない。前述したYNO-14D鍛冶淳と大差ない

成分組成であるが鉱物相のみが異なる。該品がどのような金属精錬で排出されたのか現時点では特定し

きれない。非鉄金属に関係した排出津ではないかと考えている。

(18)YNO-18D 紡錘車

①肉眼観察 :鉄紡錘車のほぼ完形品である。ただし、紡輪外周端面は小さい欠けが随所に見られ、紡

茎の両端は欠損する。全体は責褐色酸化土砂に覆われ、外周部の一部は亀裂から銹化鉄基地が覗く。紡

輪中央には1.Ocm径の紡茎が装着される。紡茎は長軸方向で僅かにテーパーが付く。供試材は紡輪部1.Ocm

を直線状に切断した。

②マクロ組織 I Photo。 19の 3段 目に示す。断面は銹化鉄と化し、 2 mal厚 みの素材は層状銹膨れから

か 311m程度まで脹らむ。

③顕微鏡組織 I Photo。 12の⑥⑦に示す。⑦の銹化鉄は大きく層状剥離を起し、ゲーサイト(α―FeO・

OH)に残る金属組織の痕跡は不明瞭となる。強いて僅かな銹化鉄の明暗の色調差から組織を推定する

と、黒色点は粗く、亜共析銅が推定されよう。それも極軟銅であろうか。熱処理や製造履歴の痕跡が読

み取れぬのが残念である。
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鉄製紡錘車は、製造法として次の事が考えられる。まず紡輪は九板に仕上げられ中央に孔を穿ち、紡

≧を挿入して組合される。両者の固定に際しては「焼嵌め法」が採られた可能性をもつ。孔開けされた

赤熱紡輪にテーパーの付 く冷えた紡茎を嵌め込み、急冷させると加熱膨脹 していた紡輪の孔は収縮 して

茎はしっかりと固定される。この紡輸に急冷組織の表れを期待 したが確証は取れなかった。

4.ま とめ

調査結果の個個のまとめをTable,3に 示す。

(1)弥生時代中期末の遺物

調査時遣構番号 SB1035竪穴住居跡 (本報告書番号では SB2037)(建替 3回 日)か ら板状鉄斧が出土

した。該品は徳島県埋蔵文化財センター側では鉄素材もしくは板状鉄斧の扱いである。に°しかし筆者は、

形態と分析結果から板状鉄斧説をとった。以下に理由を述べる。まず形態は、平面が長方形ではなく、縦長

梯形で刃部をもつ。現存長さ13.8cm、 刃部幅(4.7cm)よ り基部幅(3.7cm)狭 く、刃部は薄まり両刃となる。

分析結果は刃部側で縦横断の情報である。鉄斧は銹化 した表層皮金と金属鉄心金に剥離 していた。両

者の炭素含有量に相違があって、前者は0.30/O前後、後者は<0。 150/0に 分かれる。造 りは縦鍛接合せ鍛

えが想定される。鉄素材なれば合せ鍛えという手が込んだ加工はしないだろう。

ここで『矢野遺跡 (I)』 報告書からの引用文 (一部省略 。改変)を掲げる。「鉄素材や鉄淳、粒状淳

が出上 した矢野遺跡 I tt SB1035は 円形の竪穴鍛冶遺構である。時期はⅣ-3様式、中期末である。3回

の建て替え (拡張)が確認された。(略 ..。 )2回 目の住居跡から鍛冶炉 (I類 :掘 り方を大きくとり、

その内壁、底をよく焼き締め、そのなかに木炭や上を交互に重ねた防湿施設 (地下構造)を備えるタイ

プはり)が検出された。炉内より鍛冶淳や三角鉄片、鍛造剥片が出土 した。また、 3回 目の住居の鍛冶

炉内から鍛冶淳や鉄片、貼床部より鍛造剥片が検出された外、床面から赤変 した砥石、更には住居西側

床面より、長さ14cm、 幅 5 cm、 厚さ 2 cm、 重量500gを 測る鉄素材が出土 した。」

この鉄素材 と表現された遣物が今回調査のYNO-lD板状鉄斧である。この鉄斧は低温還元直接製

鋼法にもとづ く鉱石系塊錬鉄素材であることは4RI要及び調査結果で述べた通 りである。

次に掲載引用文によると、SB1035住居跡内からは、鉄津と共に微細遺物の粒状津や鍛造剥片が出土

したとある。こうなると古墳時代以降の本格鍛冶 となるが如何なものだろうか。今回調査の供試材

(YNO-4D～ 12D)の 中には、それらのものは存在 しない。少々紛らわしい資料 として、YNO-6D i ltl

渦片 ?や YNO-12D:粘土溶融物があるものの、これらは鍛冶関連には属さない。他の共伴出土遺物

は、原始鍛冶が想定できる藝切 り切片の三角形や板状、針状、棒状の鉄片類である。鍛冶作業は、板や

棒の半製品を炉で久って藝で裁断し、かつ折 り曲げ加工が伴う工程だろう。成型された刃物は砥石で研

ぎ、利器となる。ましてや、赤熱鉄素材の折 り返 し曲げ鍛接で派生する鉄淳及び粒状津や鍛造剥片の存

在理由は考えられない。

ここで一つ気になるのは、過去の調査例 として層状剥離を起した銹化鉄片 (Goethite i α一FeO・ OH)

が鍛造剥片に間違えられた例がある。は
D鍛造剥片は、鉄素材が800℃ 以上に加熱されて生成 した酸化膜

(ス ケール)である。被膜構成は、タト層ヘマタイト(Hematite i Fe203)、 中間層マグネタイト(Magnetite:

Fe304)、 内層ウスタイト (Wustite:FeO)か ら構成される。色調は黒灰色から青灰色で、半光沢から光

沢を帯び、厚みも薄 くて0.5Hlln以下である。日本列島において弥生時代の鍛造剥片と断定できるものは

少ない。は
°
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析

晶
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(Ti02)、
Hercynite(FeO・

A1203)、
O i Ohvine group、

U:Ulvospinel(2FeO・
Ti03)、

Ga:ガ
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SB1035住居跡から出土 した鉄片類は、原始鍛冶に即 した藝切 り成型向きの極低炭素銅の軟質な材質

であった。

原始鍛冶 。本格鍛冶の模式図を提示 しておく。

原始鍛治

(排津なし)

藝切 り,矢 り曲げ加工

砥石研磨

(切片 。切屑 )

鉄津鉱物相 →

弥生時代

精錬鍛治

精錬鍛治

ウスタイト(粒内Fc―Ti)

(FeO)

低温成型
′ミ

低温加工

本格鍛治

1        
鍛錬鍛治

        |
高温鍛接
(沸 し鍛接)

ウスタイ ト     ファイヤライ ト    ガラス質スラグ

(FeO)         (2FeO o S102)        1圭 醒避盈)

- 4世

紀代 一一――一―引
5世紀代

6世紀以降

第 1図 日本列島内鍛冶関連工程想定図 (出土鉄滓からの推定)

弥生時代の後期以前の鍛冶遺構から羽口や鉄淳の出上が少ない事は既に村上恭通氏によって指摘され

ている。は0更に弥生後期の鍛冶遺構跡において廃鉄器や鉄片の大量投棄例が高知県所在の西分増井遺

跡やは司、福岡県所在の西山ノ上遺跡の報告
に1分 がある。これは、当時の鍛冶技術の実態を反映するも

ので、貴重な鉄資源である廃鉄器を原料 とした羽口使用の高温溶融リサイクル (再生)鍛冶を行う迄の

技術力に欠けた証 しと考えられる。

一方、弥生時代の原始鍛冶を経て 4世紀代は本格鍛冶の揺笠期に入る。鉄器製作は低温成型・素述べ

や低温加工・火造 り段階の鍛錬鍛冶である。この動向は鳥取県所在妻木晩田遺跡にDや島根県所在柳遺

跡催1° からの出土鉄淳の鉱物相からの発言である。

5世紀代になると、鍛冶津と共に粒状津や鍛造剥片を伴う鍛冶炉を設けた鍛冶工房が検出される。鍛

冶作業は、鉄素材の繰返 し折 り曲げ高温鍛接で沸 し工程が確認できる。遺跡は大分県日田市所在の荻鶴

遺跡 (5世紀前半～中)に
nゃ北九州市所在重留遺跡 (5世紀中頃)に

けなどが挙げられる。鍛錬鍛冶全

般に亘る工程は 5世紀代である。更に鍛冶一貫作業ともいうべき精錬鍛冶から鍛錬鍛冶が見通せる初段

階は6世紀代で大阪府柏原市所在の大県遺跡にDが注目される。畿内最大の鍛冶専業集団に位置づけら

れて、大量の椀形鍛冶淳を出土する。鉄淳の成分に高 〔Mn〕 、〔P〕 、〔Cu〕 系があり、琵琶湖周辺のス

カルン鉱床の磁鉄鉱原料の素材 との関係 も窺われる。鍛冶原料鉄は弥生時代から古墳時代中期頃までは

海外依頼で、 6世紀代は自前の鉄が準備された可能性を考えている。値け

(2)古代の遺物

古代に属する鍛冶滓 (YNO-14D)は、鍛冶炉の炉底に堆積 した椀形鍛冶淳の破片である。鍛冶原

料は、砂鉄系で鍛冶作業は鉄素材の繰返し折 り曲げ高温鍛接の沸 し鍛錬鍛冶淳である。日本列島内では

6世紀後半から鉄鉱石や砂鉄の製錬 (smelting)1ま 開始されている。にD砂鉄系鉄素材が古代に流通 して

いるのは当然である。古代の鉄製品として釘状の名称不明鉄器 (YNO-16D)がある。材質は高炭素

銅の硬銅で、鉄中の非金属介在物は、高チタン塩基性砂鉄由来のルチル (Rutile i Ti02)が 内臓されて、

前述 した鍛冶津とは有機的な繁が りをもつ。問題は鉄素材の産地同定であるが、こちらは単純なもので

はない。現在までのところ、四国方面での古代に属する製鉄遺跡の存在は、寡分にして知らない。卑近
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な候補 としては兵庫県の播磨方面に20、
もしくは岡山県の苫田郡方面に射に古代の製鉄遺跡が分布する。

塩基性砂鉄のチタン (Ti)量がルチル系介在物と対応するものが賦存する。矢野遺跡の弥生時代や古墳

の鉄は、今後共に歴史を構築するうえでの重要な課題となろう。

補足

矢野遺跡 SB2髄4(古墳時代前期初期)出土細頸壷内砂鉄の用途。

矢野遺跡で1995年 に出土 した標記砂鉄は製鉄原料以外に (イ )玉類穿孔の研磨剤 (砂 )、 (口 )歯黒や

染料などの可能性を挙げた。は
2)更 に近藤玲氏からは①攻玉用研磨材、②赤色顔料 (ベ ンガラ)の原材

料、③鍛冶関連遺物など標示された。これらに加えて2004.12.3た たら研究会大会において広島大学名

誉教授潮見浩先生より黒漆原料 としての文献のご教示を頂いたので補足させて頂 く。

渡辺誠「編布・砂鉄と漆」 F新世紀の考古学～大塚初重先生喜寿記念論文集』纂修堂2003.5

(注 )

(1)大澤正己「西新町遺跡大型板状鉄製品 (板状鉄斧)の金属学的調査」『西新町遺跡』(福 岡市埋蔵文化

財調査報告書第375集 )福岡市教育委員会1994.3

(2)松田孝―・大澤正己「モンゴル宣威軍城 (ホ クシン・テール)遺跡出土の13～ 14世紀の鉄鏃の分析」『大

阪国際大学紀要 国際研究論叢』第16巻第1号 2002

(3)大澤正己「環日本海地域の鉄の金相学的調査―弥生の鉄の一様相一」『環日本海地域の鉄文化の展開』(人

間 。社会・環境との新しい調和を求めて一X)社会鉄銅工学部会 1999年度秋季シンポジウム論文集

社会法人日本鉄鋼協会1999。 11

(4)韓汝跡「中国における早期鉄器の冶金学的特徴」『東アジアの古代鉄文化―その起源と伝播―』(1993

年たたら研究会国際シンポジウム予稿集)たたら研究会1993.11

(5)日 刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968,

ヴスタイトは450～ 500Hv、 マグネタイトは500～ 600Hv、 ファイヤライトは600～ 700Hvの 範囲が提示

されている。また、ウルボスピネルの硬度値範囲の明記がないが、マグネタイトにチタン (Ti)を 固

溶するので、600Hv以 上であればウルボスピネルと同定している。それにアルミナ (Al)が加わり、

ウルボスピネルとヘーシナイトを端成分とする固溶体となると更に硬度値は上昇する。このため700Hv

を超える値では、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体の可能性が考えられる。

(6)⑪徳島県埋蔵文化財センター『矢野遺跡 (I)』 ―一般国道192号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化

財発掘調査― (徳島県埋蔵文化財センター調査報告書第33集)第 2分冊2002

(7)村上恭通 F倭人と鉄の考古学』84頁 青木書店1999.9

(8)①漬田竜彦「妻木晩田遺跡の鍛冶遺構」『日韓合同鉄器文化シンポジウム 日本海 (東海)がつなぐ鉄

の文化』鉄器文化研究会・蔦取県教育委員会2001,11.10

土坑9の鍛冶遺構説は下の正式報告書では当時のいきさつと鉄片 (鍛造剥片)は鋳鉄剥片と訂正され

ている

②演田竜彦編『史跡妻木晩田遺跡第4次発掘調査報告書―洞ノ原地区西側丘陵の発掘調査―』鳥取県

教育委員会 2003.3

(9)大澤正己「山陰地方における弥生・古墳時代の鉄」―金属学的見地からのアプローチー『山陰におけ

る鉄 。鉄器生産の諸問題』(鉄 の歴史～その技術と文化―第H回 フォーラム論文集一、日本鉄鋼協会

2003.11.2

(10)村上恭通「弥生時代における鍛冶遺構の研究」『考古学研究』第41巻第 3号 (通巻163号 )1994.12
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(11)大澤正己「西分増井遺跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」F西分増井遺跡Ⅱ』(新川川広域河川改修に

伴う西分増井遺跡発掘調査報告書)(財 )高知県文化財団埋蔵文化財センター2004.3

(12)大澤正己「西山ノ上遺跡鉄関連遺物の金属学的調査」『西山ノ上遺跡 (1・ 2次調査)』 (八女市文化財調

査報告書第70集)八女市教育委員会2004

(13)大澤正己「妻木晩田遺跡出土鉄片 。鉄津の金属学的調査」『妻木晩田遺跡出土鉄片の補足 (先行)調査』

演田竜彦『史跡妻木晩田遺跡第4次発掘調査報告書一洞の原地区西側丘陵の発掘調査―』鳥取県教育

委員会2003,3

(14)大澤正己「柳遺跡出土椀形鍛冶津の金属学的調査」『塩津丘陵遺跡群』―塩津山遺跡・竹ケ崎遺跡・附

亀ノ尾古墳一一般回道 9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 西地区IX 建設省

松江国道工事事務所 島根県教育委員会1998,3

(15)大澤正己「荻鶴遺跡鍛冶関連遺物の金属学的調査」『荻鶴遺跡』(大分県日田市埋蔵文化財調査報告書

第 9集)日 田市教育委員会1995

(16)大澤正己「重留遺跡鍛冶工房跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」『重留遺跡第 4地点』(北九州市埋蔵

文化財報告書第303集 )(財 )北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室2003.3

(17)大澤正己「大県遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」F大県遺跡群分析調査報告書」(柏原市文化財

概報2002-Ⅲ )柏原市教育委員会

(18)大澤正己「金属組織からみた日本列島と朝鮮半島の鉄」『国立歴史民俗博物館研究報告』第10集国立歴

史民俗博物館2004

(19)①大澤正己「古墳出土鉄津からみた古代製鉄」『日本製鉄史論集』たたら研究会編1983

②大澤正己「古墳供献鉄津からみた製鉄の開始時期」F季刊考古学』第 8号 雄山閣1984.8

(20)大澤正己「生栖遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『宍栗郡―宮町生栖遺跡』～県道人鹿山崎線道

路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書～ (兵庫県文化財調査報告書第280冊)兵庫県教育委員会

2005

(21)①大澤正己「大神宮原 No。 14遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」 (F大神宮原No.14遺跡』奥津町

埋蔵文化財発掘調査報告3)岡山県奥津町教育委員会1998

②大澤正己・鈴木瑞穂「大神官原遺跡他出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査」 (『大和宮原 No。 13

遺跡、大谷遺跡、大神宮原No,26遺跡、大神宮原No.25遺跡、大神宮原 No.8,9遺跡、引野中原遺跡、

福見 A遺跡』奥津リフレッシュビレッジ開発に伴う発掘調査報告)奥津町教育委員会2002

(22)大澤正己・鈴木瑞穂「矢野遺跡出土鉄製品・砂鉄等の金属学的調査」『矢野遺跡 (I)』 ―一般国道192

号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査― (徳 島県埋蔵文化財センター調査報告書第33集 )

第2分冊 ⑪徳島県埋蔵文化財センター2002
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YNO-1-2D
板状鉄斧 (表層 :銹化鉄 )

①×100 試料表層部
明色部 :フ ェライト

暗色部 :パーライト

亜共析組織痕跡残存

②×100③×400同上

YNO-1-lD(1)
板状鉄斧 (芯部 :金属鉄残存 )

イ①×100 白色部 :金属鉄

:鼻急す
朝 iO亜凄告)に金                  |

ウスタイト・ファイヤライト

晶出                 r)、 ()|! ,.
鉄中非金

.・ l i L        t
⑦×100①×400

属介在物
ファイヤライト晶出

―_

嬢

―

■衛≒差
｀

__導  誓

_― 一

_

_ 一    一          |  ,I

一
Photo.1 板状鉄斧の顕微鏡組織

i/

1-

一け

一
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YNO-1-lD(2)
板状鉄斧(芯部 :金属鉄残存)

①×400 鉄中非金属介在物
②～③ ナイタルetch

②×50 分析試料基部側 :

フェライト単相 (粒大粒)～
フェライト細粒 ,少量パーラ
イト～フェライト単相
③④×100② の拡大 ⑤⑥×
200硬度
⑤87Hv、 ⑥103Hv ⑦×100

③×200残存金属鉄先端、
硬度 :116Hv

~C＼

σ

■B

一

卜 ＼

ゥ　
⑥
Ⅵ

～

／

‐
ヽ
】士

舞
∽

鰻

マ
=マ

t―

″

Photo.2 板状鉄斧 (芯部 :金属鉄残存)の顕微鏡組織
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YNO-2D
鉄鏃

①×100②の右復1拡大

②×50 銹化鉄、金属組織痕
跡不明瞭

層状亀裂が著しい

鍛造製品

NO.

YNO-3D
鉄鏃

③×50④ ×100⑤×400

銹化鉄、黒色部 :パ ーライト
組織痕跡か

⑥×100⑦×400 同上

耐 [ュ
そヽ)i3.二

|||

鉄鏃の顕微鏡組織
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YNO-4D
鉄片 (三角形 )

①×50銹化鉄

YNO-5D
鉄片 (針状 )

②×400③の右側拡大
明色部 :介在物痕跡か

③×50 銹化鉄 金属組織痕
跡不明瞭

|lli圧」聖坐生とli

YNO-6D
JH鍋破片 ?

④×100 内面表層 :溶融ガ

ラス質淳化、付着津 :ウ スタ

イト・ファイヤライト晶出

⑤×50⑥×100外面側

表層 :粘土鉱物非晶質化

石英・長石等の鉱物粒混在

下
「
冷|1口 1今INO.6171(山

鉄片・対蝸破片 ?の顕微鏡組織
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YNO-7D
鉄片 (棒状 )

①×50② ×100③×400

銹化鉄

表層部 :パ ーライト組織痕跡
か

④×50⑤×100同 上

YNO-8D
鉄片 (三角形 )

⑥×50⑦ ×100①×400

銹化鉄

明色部 :フ ェライト

暗色部 :パ ーライト

組織痕跡

NO.
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YNO-9D
鉄片 (棒状 )

①×50②×100③×400

銹化鉄

④×50⑤×100同 上

YNO-10D(1)
鉄片 (台形 )

①×100 ②③×400

鉄中非金属介在物

ウスタイト・ファイヤライ ト

晶出

す ―

a4___

●

・
″

……
‐

― �

―

式

４

　

・
一ｉ

―
⑦ 4~

Photo.6 鉄片の顔微鏡組織
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YNO-10D(2)
鉄片 (台形)

①×400 鉄中非金属介在物
②～⑥ナイタルetch

②×50 金属鉄、左側 :フ ェ
ライ ト

球状 セメ ンタイ ト、右側 :

フェライ ト単相 冷間加工痕

跡 C④ ×100拡大

⑤⑥×200硬度圧痕:⑤279Hv、

C)159Hv
⑦×50 ③×100 表層銹化鉄部

呈   近 7

ぬ

州
Ｗ
眸
い
冊
物

雄 革

i■イ下
ェⅢ lこI:

Photo.7 鉄片の顕微鏡組織
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YNO-1lD
鉄片 (不定形)

①×50②×100

銹化鉄

黒色部 :パ ーライ

か

④×50⑤×100

③×400

卜組織痕跡

銹化鉄

圧 NO.11ュ
!

YNO-12D
粘土溶融物

⑥×100表層部 :ガラス質津
⑦×100① ×400ガラス質淳
白色部 :金属鉄
微細ファイヤライト晶出

NO.l軍
_i

Photo.8 鉄片 :粘土溶融物の顕微鏡組織
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YNO-13D
刀子

① ×50② ×100③×400

銹化鉄、黒色部 :パーライ ト

痕跡か

YNO-14D
鉄津 (鍛冶津)

⑥ ×100 ウス タイ ト・ファ

イヤライ ト

C⑬×200 硬度圧痕 :0506
Hv ウスタイ ト

③667Hv ファイヤライ ト
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Photo.9 刀子・鉄滓の顕微鏡組織
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YNO-15D
紡錘車 (軸 )

①×50②×100③×400

銹化鉄

④×50⑤ ×100

銹化鉄

YNO-16D(1)
鉄釘

⑥×100 ⑦③×400

鉄中非金属介在物
ルチル晶出 /       ^ィ

H″窮「

´
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⑥
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Photo.10 紡錘車 。鉄釘の顕微鏡組織
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